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温泉熱は、地域固有の熱源として高いポテンシャルを持

ち、有効活用が期待できるエネルギー資源です。浴用や飲

用としてだけではなく、温泉熱エネルギーを発電に利用す

る方法、ヒートポンプを活用し温泉昇温や暖房などに利用

する方法、温泉と熱交換した温水を地域に供給する方法な

どがあり、その利用可能性はさまざまです。

近年では、日本各地でも温泉熱利用導入の事例が増えて

います。そこで、今後の温泉熱利用導入にあたり参考とな

るような先進事例をまとめました。

本事例集が温泉熱利用導入を検討する際の一助となれば

幸いです。

最後に、本事例集の作成にあたり多大なご協力をいただ

きました事例調査先の皆さまに心より御礼申し上げます。



※複数の方法で温泉熱利用を行っている事例に関しては、主に行われている温泉熱利用方法の事例として分類しています。
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温泉付随可燃性天然ガス
コージェネレーション

温泉槽+熱交換器
貯湯槽+熱交換器
排湯槽+熱交換器２相流タービン発電機ボイラーガスセパレーター熱交換器

温泉付随可燃性天然ガスを
利用して発電を行うととも
に、発電の際に発生する熱
を利用して温水を作る装置
のこと。

温泉/お湯/排湯を貯める容
器に熱交換器が備わってい
る装置のこと。

熱水と蒸気が混ざった状態
で、発電することができる
装置のこと。

ガス、灯油、重油などの燃
料を使って、水などを加熱
して蒸気や温水を作る装置
のこと。

温泉(水）と、温泉ガスま
たは蒸気を分離する装置
(気水分離機）のこと。

蒸気や温度の高い水などか
ら、温度の低い水などへ熱
を移動させる装置のこと。

吸収式冷温水発生機熱供給集中配湯バイナリー発電機バッファタンクヒートポンプ

ガスや高温の廃熱、温泉熱
などを使って、冷水又は温
水を作る装置のこと。冷水
を作る際は、冷却塔が必要。

温水を１箇所でまとめて作
り、利用者(周辺施設）へ
供給すること。

温泉を集中管理し利用者
(周辺施設）へ配湯するこ
と。

温泉の熱を熱源として発電
する装置のこと。

ガス等を貯める容器のこと。電気を使って温度の低い温
泉や排湯などから熱を回収
し、高効率でより温度の高
い温水を作る装置のこと。

冷却塔ガスコンプレッサー温泉槽/貯湯槽/排湯槽

発電機や吸収式冷温水発生
機の冷却水を冷却・再生し、
廃熱を大気へ排出する装置
のこと。

ガスを圧縮して送り出す装
置のこと。

温泉/お湯/排湯を貯める容
器のこと。

※本事例集で用いる設備機器のアイコンと各アイコンの説明になります

掲載事例は温泉温度別に色分けし、温泉熱利用方法別索引の温泉温度［℃］や、
各事例ページのタイトルに記載しています。
ご使用の温泉と同じ温泉温度帯の事例を探される際などに、是非ご活用ください。

※温泉温度は小数点第１位で四捨五入しております

3

≧ ≧90℃

温泉
温度

60℃

温泉
温度

25℃

温泉
温度

120℃

温泉
温度 ≧

120℃以上 90℃以上 60℃以上 25℃以上



※複数の方法で温泉熱利用を行っている事例に関しては、主に行われている温泉熱利用方法の事例として分類しています。
※原則、都道府県ごとに緯度順（緯度が同じ場合は経度順）で表記しております。
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P2055
●

(融雪)

●
(温水供給)
(床暖房)
(融雪)

コスト削減
CO2排出量削減

小清水町防災拠点型複合庁舎ワタシノ

(北海道斜里郡小清水町)
1

P1163

●
(温水供給)

(空調)

●
(自家消費）

コスト削減
CO2排出量削減

川湯の森病院

(北海道上川郡弟子屈町)
2

P2167

●
(温水供給)

(空調)

コスト削減
CO2排出量削減

あかん遊久の里 鶴雅

(北海道釧路市)
3

P1980
●

(融雪)

●
(温水供給)

(空調)
（融雪）

コスト削減
CO2排出量削減

定山渓鶴雅リゾートスパ 森の謌

(北海道札幌市)
4

P12135
●

(温泉卵)
●

●
(自家消費）

コスト削減
CO2排出量削減
温泉資源の保護/有効活用

洞爺湖温泉

(北海道虻田郡洞爺湖町)
5

P2261

●
（メロン栽培）

（融雪）

●
（メロン栽培）

（融雪）

雇用創出
下位等級品を活用した6次産業化
PR効果/集客数増加

温泉熱メロン栽培

(青森県つがる市)
6

P4369
●

(味噌製造)
PR効果
味噌の製造効率向上

マルシチ 津軽味噌醤油株式会社

(青森県南津軽郡大鰐町)
7

P2242

●
（マッシュルーム栽培）

（堆肥ハウス）

●
（マッシュルーム栽培）

（堆肥ハウス）

雇用創出
商品のブランド化
PR効果/集客数増加

八幡平マッシュルームと馬ふん堆肥

(岩手県八幡平市)
8

P4470

●
(バジル栽培)

●
(バジル栽培)

コスト削減
CO2排出量削減

⼋幡平スマートファーム 熱⽔ハウス

(岩手県八幡平市)
9

P13140
●

(食材乾燥)
●

(売電)
CO2排出量削減
集客数増加

鳴子温泉バイナリー発電所（旅館すがわら）

(宮城県大崎氏)
10

P2356
●

(融雪)

●
(温水供給)

(融雪)

コスト削減
CO2排出量削減

作並温泉 ゆづくしS a l o n一の坊

(宮城県仙台市)
11

P2484
●

(温水供給)
コスト削減
CO2排出量削減

秋保グランドホテル

(宮城県仙台市)
12

P3965●●

コスト削減
CO2排出量削減
PR効果/集客数増加
未利用熱の活用

湯野浜温泉

(山形県鶴岡市)
13

※これらの事例は「平成30年度～令和6年度温泉熱等の有効活用等普及促進調査等委託業務」にて調査・整理した事例であり、掲載情報は調査当時のものであることから、詳細な状況は変更されている可能性がございます。
※原則、都道府県ごとに緯度順（緯度が同じ場合は経度順）で表記しております。

135

温泉
温度

℃

67

温泉
温度

℃

63

温泉
温度

℃

69

温泉
温度

℃

140

温泉
温度

℃

61

温泉
温度

℃

42

温泉
温度

℃

70

温泉
温度

℃

56

温泉
温度

℃

65

温泉
温度

℃

80

温泉
温度

℃

55

温泉
温度

℃

84

温泉
温度

℃

5



6
※これらの事例は「平成30年度～令和6年度温泉熱等の有効活用等普及促進調査等委託業務」にて調査・整理した事例であり、掲載情報は調査当時のものであることから、詳細な状況は変更されている可能性がございます。
※原則、都道府県ごとに緯度順（緯度が同じ場合は経度順）で表記しております。

P4580
●

(もやし栽培)
化粧品原料開発
温泉地の活性化

小野川温泉豆もやし

(山形県米沢市)
14

P14130
●

(エビ養殖)
(融雪)

●
●

(売電)

コスト削減
CO2排出量削減
集客数増加
売電収益による公共福祉の拡充

土湯温泉

(福島県福島市)
15

P1586
●

(ビニールハウス)
●

(自家消費)

コスト削減
CO2排出量削減
温泉温度の適温化

ホテルサンバレー那須

(栃木県那須郡那須町)
16

P4160
●

(高断熱保温管）
●

(集中配湯)

コスト削減
CO2排出量削減
温泉資源の保護/有効活用

那須温泉

(栃木県那須塩原市)
17

P2550
●

（融雪）

●
(温水供給)
（温泉昇温）

（融雪）

コスト削減
CO2排出量削減

別邸仙寿庵

(群馬県利根郡みなかみ町)
18

P2648
●

（融雪）
●

(融雪)

コスト削減
CO2排出量削減
運営効率向上(除雪作業の軽減)
未利用熱の活用

大滝屋旅館

(群馬県利根郡みなかみ町)
19

P4095●●
コスト削減
CO2排出量削減
温泉温度の適温化

草津温泉

(群馬県吾妻郡草津町)
20

P2876
●

(温泉昇温)
コスト削減
CO2排出量削減

B&Bパンシオン箱根

(神奈川県足柄下郡箱根町)
21

P2955
●

(温泉昇温)
コスト削減
CO2排出量削減

箱根大平台温泉組合

(神奈川県足柄下郡箱根町)
22

P2792
●

(温水供給)
コスト削減
CO2排出量削減

瀬波温泉銭湯 松風荘

(新潟県村上市)
23

P16120
●

（売電）
PR効果/集客数増加
地域の魅力増

コミュニティ発電 ザ・松之山温泉

(新潟県十日町市)
24

P2664
●

（マンゴー栽培）
●

（マンゴー栽培）

雇用創出
地域のブランド化
PR効果/集客数増加

ゆきぐに温泉マンゴー

(新潟県南魚沼市)
25

P3088
●

（融雪）
●

(融雪)

コスト削減
CO2排出量削減
利用者の快適性向上
PR効果/未利用熱の活用

大高建設株式会社

(富山県黒部市)
26

130

温泉
温度

℃

88

温泉
温度

℃

120

温泉
温度

℃

64

温泉
温度

℃

80

温泉
温度

℃

48

温泉
温度

℃

86

温泉
温度

℃

60

温泉
温度

℃

50

温泉
温度

℃

55

温泉
温度

℃

76

温泉
温度

℃

92

温泉
温度

℃

95

温泉
温度

℃



7

P3163
●

(エゴマ栽培)
●

(エゴマ栽培)

コスト削減
CO2排出量削減
未利用熱の活用

牛岳温泉植物工場

(富山県富山市)
27

P3072
●

（どじょう養殖）
●

（どじょう養殖）
雇用創出
地域のブランド化

どじょう養殖実証実験

(石川県七尾市)
28

P3242
●

(温泉昇温)
(温水供給)

コスト削減
CO2排出量削減

セントピアあわら

(福井県あわら市)
29

P3270
●

（ドラゴンフルーツ
・アセロラ栽培）

●
（ドラゴンフルーツ
・アセロラ栽培）

雇用創出
地域のブランド化
PR効果/集客数増加

アセロラとドラゴンフルーツ栽培

(岐阜県高山市)
30

P3336

●
(温泉昇温)

(空調)(床暖房)
(温水プール)

コスト削減
CO2排出量削減
利用者の快適性向上

しみずの湯(日帰り温泉)

(岐阜県下呂市)
31

P4276●
運営効率向上
温泉資源の保護/有効活用

修善寺温泉

(静岡県伊豆市)
32

P949●
コスト削減
CO2排出量削減
未利用熱の活用

川根温泉

(静岡県島田市)
33

P3398
●

(ワニ池保温)
(植物園温室)

●
(ワニ池保温)
(植物園温室)

コスト削減
CO2排出量削減

熱川バナナワニ園

(静岡県賀茂郡東伊豆町)
34

P3493
●

(温水供給)
コスト削減
CO2排出量削減

熱川プリンスホテル

(静岡県賀茂郡東伊豆町)
35

P3526
●

(温水供給)
コスト削減
CO2排出量削減

松竹温泉 天風の湯

(愛知県江南市)
36

P4076●
温泉の管理効率向上
公共福祉の拡充
温泉資源の保護/有効活用

城崎温泉

(兵庫県豊岡市)
37

P1798●
●

(シャワー)

●
(自家消費)

(防災利用可)

コスト削減
運営効率向上
CO2排出量削減
公共福祉の拡充

湯村温泉

(兵庫県美方郡新温泉町)
38

P1890
●

(温水供給)
●

(自家消費)
コスト削減
CO2排出量削減

嬉野八十八におけるエネルギーサービス事業

(佐賀県嬉野市)
39

93

温泉
温度

℃

76

温泉
温度

℃

63

温泉
温度

℃

36

温泉
温度

℃

49

温泉
温度

℃

70

温泉
温度

℃

76

温泉
温度

℃

90

温泉
温度

℃

72

温泉
温度

℃

42

温泉
温度

℃

98

温泉
温度

℃

98

温泉
温度

℃

26

温泉
温度

℃

※これらの事例は「平成30年度～令和6年度温泉熱等の有効活用等普及促進調査等委託業務」にて調査・整理した事例であり、掲載情報は調査当時のものであることから、詳細な状況は変更されている可能性がございます。
※原則、都道府県ごとに緯度順（緯度が同じ場合は経度順）で表記しております。



※これらの事例は「平成30年度～令和6年度温泉熱等の有効活用等普及促進調査等委託業務」にて調査・整理した事例であり、掲載情報は調査当時のものであることから、詳細な状況は変更されている可能性がございます。
※原則、都道府県ごとに緯度順（緯度が同じ場合は経度順）で表記しております。

8

P3790～120
●

(温水供給)
(空調)

コスト削減
CO2排出量削減

雲仙地獄

(長崎県雲仙市)
40

P17100
●

(売電)

コスト削減
CO2排出量削減
未利用熱の活用

小浜温泉バイナリー発電所

(長崎県雲仙市)
41

P43100
●

(製塩)
コスト削減
CO2排出量削減

雲仙エコロ塩株式会社

(長崎県雲仙市)
42

P46110
●

(木材乾燥)
コスト削減
CO2排出量削減

小国町森林組合

(熊本県阿蘇郡小国町)
43

P3868
●

(温水供給)
（温水プール昇温）

コスト削減
CO2排出量削減

合志市総合健康センター「ユーパレス弁天」

(熊本県合志市)
44

P46100
●

(調理)
(足蒸し)

集客数増加
地獄蒸し工房 鉄輪

(大分県別府市)
45

P19120
●

(売電)

コスト削減
CO2排出量削減
ＰＲ効果
未利用熱の活用

亀の井発電所

(大分県別府市)
46

P36110
●

(調理)
(苺栽培)

●
(暖房)

●
(売電)

コスト削減
CO2排出量削減

地熱観光ラボ縁間

(大分県別府市)
47

P3795
●

（パプリカ栽培）
●

（パプリカ栽培）
雇用創出
来訪者増

パプリカ等の大規模ハウス栽培

(大分県玖珠郡九重町)
48

P1053●

コスト削減
CO2排出量削減
集客数増加
ＰＲ効果

ユインチホテル南城

(沖縄県南城市)
49

120

温泉
温度

℃

95

温泉
温度

℃

100

温泉
温度

℃

100

温泉
温度

℃

68

温泉
温度

℃

100

温泉
温度

℃

53

温泉
温度

℃

100

温泉
温度

℃

11
110

温泉
温度

℃

温泉
温度

℃

90～
120



削減 削減

低 高

※ 1 ※ 1

主 な 温 泉 熱 利 用 方 法

6年事業

5・6年目

１・2年目

3・4年目

ナトリウム-塩化物泉泉 質

-℃（可燃性天然ガス）熱利用温度

既存温泉利 用 温 泉

1億7,280万円 (一部補助金あり)総 事 業 費

静岡県
島田市

※本事例は「平成29年度・30年度温泉熱等の有効活用等普及促進調査等委託業務」にて調査・整理した事例であり、掲載情報は調査当時のものであることから、詳細な状況は変更さ
れている可能性がございます。

※ 1：CO2排出量削減効果、ランニングコスト削減効果は、発電量相当を購入した場合と比較して算出した推定値です。

CO2 排出量
削 減 効 果

ランニングコスト
削 減 効 果

温泉に付随して発生する可燃性天然ガスを利用したガスコージェネ

レーションシステムを導入し、電力と熱を生成している。生成された

電力はホテル内で利用し、生成された熱は日帰り温泉のシャワー、温

水プールの昇温に利用している。また、ホテルが停電しても、ガス

コージェネレーションにより発電した電気で、非常用発電機系統の一

部負荷を肩代わりすることで、持続時間を長くできるようになって

いる。

41％

熱交換器

コージェネレーションガスコンプレッサー

ガス

ガスセパレーター

温泉

ガスタンク

ボイラー

利 用 先

ホテル・温泉施設・
コテージ等

ホテル内消費

2012年

検討開始/補助金検討

2013年

2014年 2015年

2016年

地元との合意形成

2017年

4月

供用開始

7月

補助金申請

温泉供給

協力依頼

協力

熱供給

資金調達
協 力

日比谷総合設備
株式会社

設備施工
申請補助

温 泉 供 給

島田市

実 施 主 体

島田市
・補助金
・自己負担

金 融

電 気 需 要

川根温泉ホテル

熱 需 要

川根温泉
ふれあいの泉

電気供給

49

温泉
温度

℃コージェネ
レーション

温泉

水

電気 給水

厨房・浴室・洗面所等

（温水供給）

9

338 t-CO2

/年相当

温泉槽



削減 削減

低 高

※ 1 ※ 1

主 な 温 泉 熱 利 用 方 法

7年事業

3・4年目

5・6年目

１・2年目

7年目

塩化物泉泉 質

-℃（可燃性天然ガス）熱利用温度

新規温泉利 用 温 泉

8,300万円 (一部補助金あり)総 事 業 費

沖縄県
南城市

※本事例は「平成29年度・30年度温泉熱等の有効活用等普及促進調査等委託業務」にて調査・整理した事例であり、掲載情報は調査当時のものであることから、詳細な状況は変更さ
れている可能性がございます。

※ 1：CO2排出量削減効果、ランニングコスト削減効果は、発電量相当を購入した場合と比較して算出した推定値です。

CO2 排出量
削 減 効 果

ランニングコスト
削 減 効 果

温泉に付随して発生する可燃性天然ガスを利用した、ガスコージェ

ネレーションシステムを導入し、電力と熱を生成している。生成され

た電力はホテル内照明や動力に利用し、生成された熱は給湯ボイ

ラーの熱源水として利用している。

また、重油ボイラーへの給水（水道水）を天然ガス鉱山の坑内水（温

泉）（約50℃）で熱交換し、プレヒーティングしている。この熱交換に

より作った温水は、浴室シャワーなどに利用している。

ガス

ガス

温泉

利 用 先

温泉

自家消費

ガスセパレーター

ミストセパレーター バッファタンク

コージェネ
レーション

コージェネ
レーション

温水ヒーター

バッファタンク

温泉供給

協力依頼

協力

熱供給

資金調達

協 力

・株式会社
りゅうせき建設

・日比谷総合設備
株式会社

施工

温 泉 供 給

タピック沖縄
株式会社

実 施 主 体

・補助金
・自己負担

金 融

電 気 需 要

ユインチホテル南城

熱 需 要

電気供給

温泉

水

電気

タピック沖縄
株式会社

ユインチホテル南城

2009年

6月

2010年

2011年 2012年

2013年 2014年

2015年

補助金検討

4月

温泉利用
開始

３月

交付金額
確定

2月

発電開始
供用開始
(温泉・ガス)

11月 6月

掘削開始

補助金申請

9月

ガス掘削権
取得

（25kW） （25kW）

温水供給

333 t-CO2

/年相当 590 万円
年相当/

53

温泉
温度

℃

温泉槽
（高温）

温泉槽
（低温）

水道水

10

コージェネ
レーション



削減 削減

低 高

※ 1 ※ 1

主 な 温 泉 熱 利 用 方 法

8年事業

3・4年目

5・6年目

１・2年目

7・8年目

温泉熱を利用してバイナリー発電を行い、電力は自家消費を行うと

共に、二次利用として熱源水を作り、敷地内の病院建物、寮などの各

施設での熱利用(浴室への温水供給、暖房、外気予熱、ビニールハウ

スの温度調整）を行っている(※外気予熱は冬期のみ）。

なお、夏期の冷房はバイナリーの冷却水用熱源として地下水を活用

している。

硫黄泉泉 質

63℃熱利用温度

既存温泉利 用 温 泉

2億7,500万円 (一部補助金あり）総 事 業 費

1,476
t-CO2/年相当

CO2 排出量
削 減 効 果

エネルギーコスト
削 減 効 果

3,900
万円/年相当

北海道
上川郡
弟子屈町

温泉供給

協力依頼

協力

熱供給

資金調達

協 力

・戸田建設株式会社
・池田暖房工業株式会社
・三共電気株式会社

施工

温 泉 供 給

川湯の森病院

実 施 主 体

川湯の森病院 ・補助金
・自己負担

金 融

2012年 2013年

温泉槽

50℃
80L/min

62℃
50L/min

蒸発器凝縮器

タービン発電機

液体媒体

バイナリー発電機装置
62℃・800L/min

59℃・800L/min

59℃・505L/min

51℃・505L/min

54℃・450L/min

51℃・450L/min

54℃・320L/min

51.75℃・320L/min

36.6℃・450L/min

利 用 先

足湯

59℃・295L/min

熱交換器 熱交換器

利 用 先

空調

自家消費

温泉槽

温泉槽

低 高

2014年 2015年

2016年

・株式会社GB産業化設計
コンサルタント

・榊設備工業株式会社
バイナリー発電提案

・株式会社ダ・ビンチ
ロータリー式
バイナリー発電

電 気 需 要

川湯の森病院

熱 需 要

川湯の森病院

電気供給

4月

供用開始
(病院棟のみ)

2017年

供用開始
(バイナリー)

補助金検討
(バイナリー)

補助金申請
(バイナリー)

62℃
850L/min

温泉

※本事例は「平成29年度・30年度温泉熱等の有効活用等普及促進調査等委託業務」にて調査・整理した事例であり、掲載情報は調査当時のものであることから、詳細な状況は変更さ
れている可能性がございます。

※ 1：CO2排出量削減効果、エネルギーコスト削減効果は、発電量相当を購入した場合と比較して算出した推定値(二次利用による導入効果含む)です。

蒸
気
媒
体

ヒートポンプ
熱交換器

温泉発電
63

温泉
温度

℃

貯湯槽

温泉

水

冷媒

電気

2010年

2月 夏

検討開始

2011年

秋

補助金検討
(病院棟のみ)

補助金申請
(病院棟のみ)

３月5月 8月

温水供給 空調

貯湯槽

・中村勉総合計画事務所
・株式会社総合設備計画
・稲山正弘構造設計事務所
意匠/設備/構造

11



削減 削減

低 高

※ 1 ※ 1

主 な 温 泉 熱 利 用 方 法

6年事業

１・2年目

3・4年目

5・6年目

利 用 先

地熱構造試錐井から高温地熱水(約135℃）を揚湯し、バイナリー発

電や観光素材(温泉卵）の製造に利用している。バイナリー発電で生

成された電力は、揚湯ポンプの電力に利用している。

なおバイナリー発電後の温泉水は、他の源泉から汲み上げられた温

泉と一緒に温泉槽へと集められ、その後洞爺湖温泉街(ホテル、旅館、

土産店、足湯、手湯）へ配湯されている。

塩化物泉泉 質

98℃熱利用温度

新規温泉 (一部)利 用 温 泉

5億5,000万円 (一部補助金あり)総 事 業 費

50℃

熱交換器
蒸発器 凝縮器

タービン発電機

液体媒体 冷却塔

送電電力
(41kW)

加水調整
100L/min

135℃
400L/min

四十三山地域

ガスセパレーター

温泉槽

75℃

温泉(10本)

バイナリー発電機装置

温泉

98℃
500L/min

温泉槽

北海道
虻田郡
洞爺湖町

CO2 排出量
削 減 効 果

ランニングコスト
削 減 効 果

57％

蒸
気
媒
体

土産店旅館ホテル 足湯 手湯

洞爺湖温泉街(集中配湯）

※本事例は「平成29年度・30年度温泉熱等の有効活用等普及促進調査等委託業務」にて調査・整理した事例であり、掲載情報は調査当時のものであることから、詳細な状況は変更さ
れている可能性がございます。

※ 1：CO2排出量削減効果、ランニングコスト削減効果は、ヒアリング先による推定値(ボイラー使用分削減による効果)です。

温泉供給

協力依頼

協力

熱供給

協 力

・北海道立総合研究機構
北海道地質研究所

導入のきっかけ

・洞爺湖温泉利用
協同組合
バイナリー発電の設立
及び運営

温 泉 供 給

洞爺湖温泉利用
協同組合

実 施 主 体

洞爺湖温泉 ・補助金
・自己負担

金 融

電 気 需 要

自家消費

熱 需 要

洞爺湖温泉街
(集中配湯)

電気供給

152t-CO2
/年相当

温泉卵集中配湯
98

温泉
温度

℃135

温泉
温度

℃

利 用 先

温泉卵 自家消費

温泉

水

冷媒

電気

2012年 2013年

2014年 2015年

2016年

地元との
合意形成

2017年

３月

検討開始 補助金検討 補助金申請

供用開始

資金調達

12

温泉発電

利 用 先



削減 削減

低 高

※ 1 ※ 1

主 な 温 泉 熱 利 用 方 法

利 用 先

利 用 先

恒温乾燥室

旅館すがわらの源泉から湧出する約140℃の蒸気及び熱水を利用

し、株式会社地熱開発と設立した合同会社でバイナリー発電に利用、

売電をしている。二次利用として恒温乾燥室で食材の乾燥にも利用

している。

鳴子温泉地域は多数の源泉があり、各宿泊施設がボイラを持たずに

給湯や暖房で温泉熱を活用している。

宮城県
大崎市

140

温泉
温度

℃

温泉

水

冷媒

電気

温泉供給

協力依頼

協力

熱供給

資金調達

温 泉 供 給

株式会社温泉クリエイト
旅館すがわら

実 施 主 体

鳴子ふるさと創生
温泉事業合同会社

・補助金
・融資

金 融

電 気 需 要

売電

電気供給

発電出力:65kW
売電出力:50kW

冷却塔

熱水・蒸気
112℃
200L/min

熱交換器 蒸発器 凝縮器

タービン発電機

液体媒体

バイナリー発電機装置

蒸
気
媒
体

売電

熱 需 要

株式会社温泉クリエイト
旅館すがわら

会社設立

協 力

株式会社地熱開発

100℃
200L/min

削減
※ 1

ナトリウム塩化物硫酸塩泉泉 質

112℃熱利用温度

既存温泉利 用 温 泉

8,000万円総 事 業 費

CO2 排出量
削 減 効 果

3年事業

１年目

2年目

3年目

2016年

2017年

2018年

8月

1月

検討開始

3月

活用補助
事業の選定

3月

活用補助
事業の決定

補助事業
申請

発電開始

※実施主体である事業会社は株式会社温泉クリエイト 旅館すがわらと、株式会社地熱開発の二社で設立

源泉

※本事例は「令和5年度温泉熱等の有効活用等普及促進調査等委託業務」にて調査・整理した事例であり、掲載情報は調査当時のものであることから、詳細な状況は変更されている
可能性がございます。

※ 1：ランニングコストが不明のため、ランニングコスト削減効果は算出しておりません。

60
t-CO2

/年相当

事業計画の
策定

1月

旅館組合
へ説明

（合意形成）

2月

金融機関
への相談

7月

12月

9月 12月

3月

施工完了

融資実行
・施工開始
・交付

会社設立

13

温泉発電 食材乾燥



削減 削減

低 高

※ 1 ※ 1

主 な 温 泉 熱 利 用 方 法

5年事業

5年目

１・2年目

3・4年目

単純温泉泉 質

120℃熱利用温度

既存温泉利 用 温 泉

6億3,000万円 (一部補助金あり)総 事 業 費

温泉の蒸気と熱水を利用しバイナリー発電装置により電力を生成し、

東北電力に売電を行っている。発電所から約３kmに位置する黒沢

池より湧水を引込み、バイナリー発電装置の冷却水利用、そして温水

化された冷却水を16号、17号、18号造成塔及びエビの養殖水槽へ

供給するとともに、展望デッキへの融雪にも利用している。

なお、発電使用後の温泉は集中管理方式により温泉組合員へ配湯し

ている。

福島県
福島市

※本事例は「平成29年度・30年度温泉熱等の有効活用等普及促進調査等委託業務」にて調査・整理した事例であり、掲載情報は調査当時のものであることから、詳細な状況は変更さ
れている可能性がございます。

※ 1：CO2排出量削減効果、エネルギーコスト削減効果は、発電量相当を購入した場合と比較して算出した推定値(二次利用による導入効果含む)です。

CO2 排出量
削 減 効 果

エネルギーコスト
削 減 効 果

1,847
t-CO2/年相当 90％

21℃
4,000L/min

蒸発器

予熱器

凝縮器

タービン
発電機

バイナリー発電機装置

ガス
セパレーター

蒸気120℃

温泉120℃
563L/min

10℃
4,333L/min

送電電力
(350kw)

65℃・900L/min

熱交換器

排水湧水

冷却水(2号源泉）

温泉
(16号源泉）

139℃
620L/min

貯湯槽 貯湯槽造湯槽

利 用 先

売電 展望デッキ
（融雪）

利 用 先

温泉供給

協力依頼

協力

熱供給

資金調達

収益

協 力

・土湯温泉町復興再生
協議会
企画立案

・JFEエンジニアリング
株式会社

設備/施工(地熱発電）

温 泉 供 給

湯遊つちゆ温泉
協同組合

実 施 主 体

株式会社
元気アップつちゆ

・補助金
・委託費
・その他からの出資
・融資

金 融

電 気 需 要

売電

熱 需 要

・土湯温泉
・その他

電気供給

2011年

検討開始

2012年

2013年 2014年

2015年

地元との
合意形成

補助金申請

10月 12月

4月

4月

供用開始
(バイナリー)

供用開始
(水力発電)

11月

エビ養殖
130

温泉
温度

℃

温泉

水

冷媒

電気

温水供給温泉施設
（集中配湯）

利 用 先

ビニールハウス周辺

（融雪）

14

温泉発電 融雪集中配湯

エビ養殖水槽

エビ養殖水槽

エビ養殖水槽



削減 削減

低 高

※ 1 ※ 1

主 な 温 泉 熱 利 用 方 法

利 用 先

利 用 先

2年事業

1年目

2年目

CO2 排出量
削 減 効 果

エネルギーコスト
削 減 効 果

ホテルサンバレー那須の自家源泉敷地内に関東初のバイナリー発電

所(発電規模20kW、発電能力14.5kW）を整備している。

バイナリー発電に利用し、温度が低下し浴用に適した温度となった温

泉をホテルに供給している。

なお、発電電力は発電装置で使用する冷却水の搬送動力で消費して

いる。

塩化物泉泉 質

78℃熱利用温度

既存温泉利 用 温 泉

4,500万円 (一部補助金あり）総 事 業 費

栃木県
那須郡
那須町

温泉供給

資金調達

温 泉 供 給

ホテルサンバレー那須

実 施 主 体

ホテルサンバレー那須 ・補助金
・自己負担

金 融

2016年

2015年

補助金検討 補助金申請

電 気 需 要

ホテルサンバレー那須

電気供給

3月

供用開始

※本事例は「平成29年度・30年度温泉熱等の有効活用等普及促進調査等委託業務」にて調査・整理した事例であり、掲載情報は調査当時のものであることから、詳細な状況は変更さ
れている可能性がございます。

※ 1：CO2排出量削減効果、エネルギーコスト削減効果は、発電量相当を購入した場合と比較して算出した推定値です。

主 な 温 泉 熱 利 用 方 法

ビニールハウス

冷却水
(井戸）

熱交換器

温泉

還元井

200L/min

400L/min

ビニールハウス蒸発器 凝縮器

タービン発電機

液体媒体

バイナリー発電機装置

蒸
気
媒
体

送電電力

(14kW)

貯湯槽貯湯槽

温泉直接利用

温泉

水

冷媒

電気

自家消費
(搬送動力）

15

83 t-CO2

/年相当 300 万円
年相当/

86

温泉
温度

℃
温泉発電



低 高

主 な 温 泉 熱 利 用 方 法

主な効果

新潟県
十日町市

120

温泉
温度

℃

十日町市所有の源泉から湧出する約120℃の蒸気及び熱水を利用

しバイナリー発電を行っている。年間約 124 万 kWh （一般家庭

280世帯相当）発電しており、東北電力やみんな電力に売電してい

る。

十日町市の第二次総合計画の目標（市内の電力消費量の30％を再

エネで創出）達成のための取組の一つとして、事業化が検討されて

きた。当初、源泉枯渇への懸念から地元住民等関係者の多数が事業

に反対していたが、源泉の監視・状態把握方法や問題発生時の対処

等について話し合い、関係者の不安を一つずつ解消したことと、余

剰温泉資源のみの利用に制限したことで地域合意に至った。

主 な 温 泉 熱 利 用 方 法

主な効果ナトリウム・カルシウム塩化物泉泉 質

120℃熱利用温度

既存温泉利 用 温 泉

-総 事 業 費

• 地域内外からの見学・視察

• 地域的取組への波及効果

• 地域のつながり強化

• 地域の魅力増

発電出力:210kW
売電出力:158kW

空冷式冷却塔

熱水・蒸気
120℃
900L/min

放流

熱交換器 蒸発器 凝縮器

タービン発電機

液体媒体

バイナリー発電機装置

蒸
気
媒
体

利 用 先

FIT売電

70℃
500L/min

今後熱水の
二次利用を検討

温泉

一部地域内EV
充電器に供給

低 高

温泉

水

冷媒

電気

蒸気・温泉供給

支援 資金調達基 本 協 定

蒸気・温泉供給

十日町市

実 施 主 体

松之山温泉合同会社
地EARTH(ジアス)

・融資
・自己負担

金 融

・株式会社地熱開発
事業スキーム策定

（資金調達含む）

・松之山温泉合同会社
まんま

地域合意形成/
観光事業/熱水活用

・GPSSエンジニアリング
株式会社

発電所建設施工

電 気 需 要

FIT売電

・東北電力
・みんな電力

その他支援

十日町市

事業提案/
発電所用地提供

支援

5年事業

5年目

１・2年目

3・4年目

2017年 2018年

2019年 2020年

2021年

12月

6月

4月

地域合意

・みんな電力への試運転
・売電開始
・（同）まんまと地熱開発の出資契約締結

※本事例は「令和3年度温泉熱等の有効活用等普及促進調査等委託業務」にて調査・整理した事例であり、掲載情報は調査当時のものであることから、詳細な状況は変更されている
可能性がございます。

※温泉熱利用に係る事業費等が不明のため、CO2排出量削減効果、ランニングコスト削減効果は算出しておりません。

調査検討
開始

16

4月

9月

松之山温泉合同会社
地EARTH（ジアス）設立

地元委員会
での調査に
関する説明

地元ステーク
ホルダーへの

説明
～

5月

現地視察
（地熱開発）

7月

事業計画書
策定

3月

基本協定
締結

10月 12月

設計
開始

事業契約
締結

5月

施工
開始

12月

・施工完了
・開会式

11月

十日町市と世田谷区が
連携協定締結

温泉発電



主 な 温 泉 熱 利 用 方 法 主 な 温 泉 熱 利 用 方 法

削減

※ 1

削減

※ 1

削減

※ 1

削減

※ 1

低 高 低 高

利 用 先

利 用 先

バイナリー発電により発電した電気や、温泉と

熱交換後の温水を、施設内温泉施設「薬師湯」

で消費している。また、バイナリー発電後の温

泉水は、温泉や足湯へ利用している。なお、災

害時等にバイナリー発電機を稼働させ、電力を

当該施設に供給することで防災拠点とするこ

とも可能である。湯村温泉では、昭和46年か

ら集中配湯を行うなど、古くから積極的に温泉

熱を活用している。

使われていなかった温泉を利用してバイナリー

発電を行い、発電した電力はFIT(固定価格買

取）制度を活用して、売電を行っている。

ナトリウム-炭酸水素塩・塩化物・硫酸塩泉泉 質

90℃熱利用温度

既存温泉利 用 温 泉

8,000万円 (一部補助金あり)総 事 業 費

塩化物泉泉 質

100℃熱利用温度

既存温泉利 用 温 泉

- (補助金・自己資金）総 事 業 費

長崎県
雲仙市

兵庫県
美方郡
新温泉町

※本事例は「平成29年度・30年度温泉熱等の有効活用等普及促進調査等委託業務」にて調査・整理した事例であり、掲載情報は調査当時のもの
であることから、詳細な状況は変更されている可能性がございます。

※ 1：CO2排出量削減効果、エネルギーコスト削減効果は、発電量相当を購入した場合と比較して算出した推定値です。

CO2 排出量
削 減 効 果

エネルギーコスト
削 減 効 果

CO2 排出量
削 減 効 果

エネルギーコスト
削 減 効 果

46％

ヒートポンプ
熱交換器

熱交換器

90℃

温泉

蒸発器 凝縮器

タービン発電機

液体媒体

冷却塔

送電電力
(41kW)

バイナリー発電機装置

蒸
気
媒
体

自家消費

温泉施設

足湯

※本事例は「平成29年度・30年度温泉熱等の有効活用等普及促進調査等委託業務」にて調査・整理した事例であり、掲載情報は調査当時のもので
あることから、詳細な状況は変更されている可能性がございます。

※ 1：CO2排出量削減効果、エネルギーコスト削減効果は、発電量相当を購入した場合と比較して算出した推定値です。

海水

熱交換器 熱交換器

温泉

蒸発器 凝縮器

タービン発電機

液体媒体

バイナリー発電機装置

蒸
気
媒
体

売電

98

温泉
温度

℃

温泉

水

冷媒

電気

温泉

水

冷媒

電気

17

169 t-CO2

/年相当 888 t-CO2

/年相当 3,900
万円/年相当

100

温泉
温度

℃

60℃

海水

温泉発電 温泉発電集中配湯



低 高

主 な 温 泉 熱 利 用 方 法

削減
※ 1

90

温泉
温度

℃

ヒートポンプ
熱交換器

佐賀県
嬉野市

温泉発電

協力依頼

協力

資金調達

協 力

・日本環境技研
株式会社
実施設計、設計監理

・株式会社 成和

設備工事

・東急建設 株式会社

バイナリー発電設備、
自動制御設備工事

実 施 主 体

京葉ガスエナジー
ソリューション株式会社 ・補助金

・自己負担
・融資

金 融

電気・熱等需要

嬉野八十八
（JR九州保有施設）

電力・温泉熱
・採熱後の
温泉供給

４年事業

１・2年目

3・4年目

2020年 2021年

2022年 2023年

2024年 2025年以降

全体検討
開始

関係団体と
補助事業活用協議

調査・計画

エビ養殖事業開始予定（詳細時期未定）

5年目以降

10月

宿泊施設
開業

8月

施工完了

４月

施工開始

６月

活用補助事業
の決定

10月

補助事業
申請

３月

定期報告
（予定）

サービス
料金

設備所有、運用
維持管理

温 泉 保 有

嬉野八十八
（JR九州保有施設）

高温温泉保有

流入時温度
90℃
350L/min

源泉1

熱交換器

給湯器

流入時温度
70℃
360L/min

源泉2

蒸発器

凝縮器

タービン発電機

液体媒体

バイナリー発電機装置

蒸
気
媒
体

利 用 先

自家消費

2018年に廃業した温泉宿泊施設の跡地で計画された。新幹線新駅

「嬉野温泉」の開業に合わせ、地域のシンボルとしてJR九州が建設し

た宿泊施設「嬉野八十八（うれしのやどや）」において、バイナリー発

電・温泉熱のカスケード利用を図る。

京葉ガスエナジーソリューションがエネルギーサービス事業として、

施設内のバイナリ―発電を始めとした温泉熱カスケード利用システ

ムを建設・所有・運用し、宿泊施設側から毎月のサービス料金により

費用を回収する事業となっている。

温泉

水

冷媒

電気

冷却塔

露天風呂

客室温泉

客室
（温水供給）

源泉
貯湯槽
８０℃

熱交換器

温泉槽
44

～47℃

温泉槽
57℃

給湯
余熱槽

補給水

温泉槽

80℃

80℃

57℃

57℃

57℃

52℃

42℃

55℃

57℃

ミキシング

44～47℃

※エビ養殖は今後利用予定

ナトリウム－炭酸水素塩・塩化物泉泉 質

90℃ ・ ７０℃熱利用温度

既存温泉利 用 温 泉

４憶4,000万円総 事 業 費

CO2 排出量
削 減 効 果

382t-CO2
/年相当

※本事例は「令和６年度温泉熱等の有効活用等普及促進調査等委託業務」にて調査・整理した事例であり、掲載情報は調査当時のものであることから、詳細な状況は変
更されている可能性がございます。

※1：CO2排出量削減効果は、ヒアリング先による推定値(ボイラー使用分削減による効果、購入電力削減による効果)です。

エビ養殖水槽

利 用 先

18



主 な 温 泉 熱 利 用 方 法 主 な 温 泉 熱 利 用 方 法

削減

※ 1

削減

※ 1

削減

※ 1

削減

※ 1

低 高 低 高

利 用 先

温泉

水

低 高

温泉

水

利 用 先

利 用 先

利 用 先

100～150℃程度で噴出する沸騰泉(熱水と

蒸気が混合したもの）を用いた湯けむり発電を

実施している。生成した電力は九州電力へ売電

している。湯けむり発電機は、温泉井戸の上部

に設置でき、発電機ケーシング内の気水分離器

により発電後の熱水を温泉施設に配湯してい

る。

温泉排湯と熱交換した上水を地中熱ヒート

ポンプにより昇温し、厨房及び客室への温

水供給に利用している。また、昇温した上

水は、ドッグランや駐車場の融雪にも利用

している。

塩化物泉泉 質

120℃熱利用温度

既存温泉利 用 温 泉

2,000万円 (一部補助金あり)総 事 業 費

塩化物泉泉 質

35℃熱利用温度

既存温泉利 用 温 泉

-総 事 業 費

北海道
札幌市

大分県
別府市

※本事例は「平成29年度・30年度温泉熱等の有効活用等普及促進調査等委託業務」にて調査・整理した事例であり、掲載情報は調査当時のもの
であることから、詳細な状況は変更されている可能性がございます。

※ 1：CO2排出量削減効果、エネルギーコスト削減効果は、発電量相当を購入した場合と比較して算出した推定値です。

CO2 排出量
削 減 効 果

エネルギーコスト
削 減 効 果

CO2 排出量
削 減 効 果

エネルギーコスト
削 減 効 果

44％43％

120

温泉
温度

℃

ヒートポンプ
熱交換器

温泉

２相流タービン発電機 売電

周辺住宅・
温泉施設等

※本事例は「平成29年度・30年度温泉熱等の有効活用等普及促進調査等委託業務」にて調査・整理した事例であり、掲載情報は調査当時のもの
であることから、詳細な状況は変更されている可能性がございます。

※ 1：CO2排出量削減効果、エネルギーコスト削減効果は、ヒアリング結果を基に算出した推定値です。

温泉槽

温泉

水

低 高

温泉

電気

19

47 t-CO2

/年相当 200 万円
年相当/

80

温泉
温度

℃

温泉発電 融雪

空調機

駐車場
（融雪）

ドッグラン
（融雪）

熱交換器

冷暖房熱源

約80℃

排湯槽

7〜
17℃

(冷温水発生機1台)
(真空ボイラー2台)

上水
6℃

21℃

温泉

排湯槽

熱交換器
浴槽

温泉槽

約40℃

貯湯槽
＋

熱交換器

ヒートポンプ

厨房・客室
（温水供給）



削減 削減

低 高

※ 1 ※ 1

主 な 温 泉 熱 利 用 方 法

利 用 先

54.7℃の源泉を熱交換し庁舎床暖房、給湯機のプレ加温に利用し

ている。二次利用として庁舎出入口周辺の融雪へ利用することにし

ている。

小清水町の温泉熱利用の取組は1980年から始まり、温浴施設や公

共施設の暖房、プール加温、融雪、温室加温など様々な用途で活用

している。

本施設においても温泉熱利用は当初から計画に入っており、新たに

源泉を掘削している。

226.5
t-CO2/年相当

CO2 排出量
削 減 効 果

エネルギーコスト
削 減 効 果

単純温泉泉 質

55℃熱利用温度

新規温泉利 用 温 泉

1億8,228万円総 事 業 費

源泉

約54℃

熱交換器

熱交換器

熱交換器

50℃

40℃
以上

40℃
以上

40℃
未満

40℃
未満

35℃

31℃

39℃

27℃

34℃

25℃

上水 給湯機

40℃

5℃

オーバー
フロー

オーバー
フロー

排水

ガスセパレーター

貯湯槽

（高温）

貯湯槽

（低温）
床暖房

庁舎出入口
（融雪）

温泉

水

低 高

温泉

水

4年事業

１年目

2年目

3年目

4年目

2020年

2021年

2022年

2023年

・庁舎業務開始
・施設オープン

5月

4月

・新庁舎基本設計開始
・温泉の利活用検討開始

温泉掘削
開始

7月

補助事業
申請(堀削）

10月

温泉供給

協力依頼

協力

熱供給

資金調達

温 泉 供 給

小清水町

実 施 主 体

小清水町
・補助金
・自己負担

金 融

熱 需 要

小清水町

協 力

・株式会社
アトリエブンク

庁舎設計

・北海道立総合研究機構

助言

・アド･エンジニアリング
株式会社

温泉施設の設計

※本事例は「令和5年度温泉熱等の有効活用等普及促進調査等委託業務」にて調査・整理した事例であり、掲載情報は調査当時のものであることから、詳細な状況は変更されている
可能性がございます。

※ 1：エネルギーコスト削減効果は、施設全体における計画段階の試算値です。

ヒートポンプ
熱交換器 55

温泉
温度

℃

温水供給

86 万円/
年相当

北海道
斜里郡
小清水町

1月

新庁舎
実施設計開始

4月

温泉熱利活用
実施設計

1月

新庁舎
施工開始

4月

温泉施設
施工開始

3月

施工完了

20

融雪



削減 削減

低 高

※ 1 ※ 1

主 な 温 泉 熱 利 用 方 法

利 用 先

2年事業

1年目

2年目

空調機

浴槽

高温の温泉熱を「温水供給」「給気加温」「浴槽の保温」として

段階的に熱交換を行い、さらに排湯熱を回収するヒートポンプシ

ステムにより暖房を行う。

夏季はヒートポンプの冷房排熱を給湯予熱に利用することにより、

エネルギー使用量に加え温泉使用量を削減することが可能である。

単純温泉泉 質

67℃熱利用温度

新規温泉利 用 温 泉

1億8,800万円 (一部補助金あり)総 事 業 費

北海道
釧路市

※本事例は「平成29年度・30年度温泉熱等の有効活用等普及促進調査等委託業務」にて調査・整理した事例であり、掲載情報は調査当時のものであることから、詳細な状況は変更さ
れている可能性がございます。

※ 1：CO2排出量削減効果、エネルギーコスト削減効果は、ヒアリング結果を基に算出した推定値(重油使用量削減による効果)です。

CO2 排出量
削 減 効 果

エネルギーコスト
削 減 効 果

67

温泉
温度

℃

約67℃

給湯過熱：
50〜55℃

排湯: 夏期=40℃程度・冬期=37℃程度

55℃前後

昇温:25℃程度

排湯

60〜70℃程度※冬期

10〜
15℃程度

貯湯槽

熱交換器 ヒートポンプ

熱交換器

排湯槽
＋

熱交換器

温泉

温泉槽 温泉槽

貯湯槽

給水

ヒートポンプ
熱交換器

79％32％

温泉供給

協力依頼

協力

熱供給

資金調達

温 泉 供 給

一般財団法人
前田一歩園財団

実 施 主 体

鶴雅リゾート
株式会社

・補助金
・自己負担

金 融

熱 需 要

あかん遊久の里 鶴雅
(温水供給・暖房)

協 力

・株式会社
オリエントジオサー
ビス

総合的な設計
補助金申請書まとめ
ヒートポンプ設置

・池田暖房工業
株式会社

エネルギー計算
熱交換器設置
館内配管

・株式会社 八幡重機

館外温泉管の設置

2009年

2008年

秋

源泉所有者
との協議にて
新規温泉契約

4月

供用開始

補助金
申請

補助金
検討

検討開始

温泉

水

冷媒

厨房・浴室・洗面所他

（温水供給）
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主 な 温 泉 熱 利 用 方 法 主 な 温 泉 熱 利 用 方 法

低 高 低 高

主な効果主な効果

利 用 先

ナトリウム-塩化物温泉泉 質

60℃熱利用温度

既存温泉利 用 温 泉

-総 事 業 費

• メロン栽培のための雇用創出

• 下位等級品を活用した6次産業化

• 地域の来訪者増

経営している温泉施設の温泉を入浴に適した

温度に下げるためロードヒーティングを行って

いたが、まだ温泉活用の余地があったため、メ

ロン栽培を始める。熱交換器で循環水を温め、

室内を13.5℃以上に保っている。

下位等級品の活用法としてメロン酢を開発し販

売も行っている。

メロン栽培

61

温泉
温度

℃

ヒートポンプ
熱交換器

熱交換器

温水（循環）

温泉：約45℃

利 用 先

温泉施設

利 用 先

融雪

温泉

温泉

水

低 高

温泉

水

※本事例は「令和2年度温泉熱等の有効活用等普及促進調査等委託業務」にて調査・整理した事例であり、掲載情報は調査当時のものであること
から、詳細な状況は変更されている可能性がございます。

※温泉熱利用に係る事業費等が不明のため、CO2排出量削減効果、ランニングコスト削減効果は算出しておりません。

青森県
つがる市

メロン栽培

メロン栽培やメロン酢開発
による農業活性化

約61℃

利 用 先

利 用 先

馬×地域資源をベースとしたサステナブルな農

場を目指して、馬ふん堆肥とマッシュルームの

生産を行っている。隣接した温泉施設から熱交

換器を用い熱を運搬し、その熱を用いた温風を

ハウス内に送っている。

炭酸アルカリ単純泉泉 質

42℃熱利用温度

既存温泉利 用 温 泉

-総 事 業 費

岩手県
八幡平市

• 地域の雇用創出

• 商品のブランド化と商標登録

• 視察による地域の来訪者増

42

温泉
温度

℃

ヒートポンプ
熱交換器

利用温度
約42～45℃

ファンコイル
ユニット

熱交換器
源泉※

排湯

ファンコイル
ユニット

※源泉の所有者は別

温泉

水

低 高

温泉

水

利 用 先

マッシュルーム栽培

堆肥ハウス

温泉施設

※本事例は「令和2年度温泉熱等の有効活用等普及促進調査等委託業務」にて調査・整理した事例であり、掲載情報は調査当時のものであること
から、詳細な状況は変更されている可能性がございます。

※温泉熱利用に係る事業費等が不明のため、CO2排出量削減効果、ランニングコスト削減効果は算出しておりません。

マッシュルーム栽培 堆肥ハウス

雇⽤創出や地域ブランド化

によるにぎわい創出

22

融雪



削減 削減

低 高

※ 1 ※ 1

主 な 温 泉 熱 利 用 方 法

利 用 先

※本事例は「令和4年度温泉熱等の有効活用等普及促進調査等委託業務」にて調査・整理した事例であり、掲載情報は調査当時のものであることから、詳細な状況は変更されている
可能性がございます。

※ 1：CO2排出量削減効果とエネルギーコスト削減効果は補助事業実績報告書に基づいた数値です。

114.7
t-CO2/年相当

CO2 排出量
削 減 効 果

エネルギーコスト
削 減 効 果

56℃の源泉を熱交換し客室・浴場・厨房等の給湯の昇温に、浴場

（浴槽、シャワー等）の排湯熱を循環浴槽の保温に利用している。融

雪回路はヒートポンプ採熱温度を低下させるための源泉減温機能と

しての役割がある。

光熱費削減検討の結果、効果が高いと判明した排湯熱利用を事業化。

先に取り組んだグループ会社で重油使用量が大幅に削減されたこと

から、本事業へ横展開することとなった。

塩化物泉泉 質

56℃熱利用温度

既存温泉利 用 温 泉

3,400万円総 事 業 費

56

温泉
温度

℃

温泉

水

低 高

温泉

水

温泉供給

協力依頼

協力

熱供給

資金調達

温 泉 供 給

実 施 主 体 金 融

株式会社一の坊

熱 需 要

株式会社一の坊

株式会社一の坊

・補助金
・自己負担

協 力

・クラフトワーク
株式会社

設計/施行

・株式会社東北開発
コンサルタント

システム提案

3年事業

１年目

2年目

3年目

2020年

2021年

2022年

5月

8月

検討開始

1月

・事業計画の策定
・社内合意形成

・活用補助事業の決定

6月

・施工業者選定
・補助事業申請

施工完了

193 万円
年相当/

宮城県
仙台市

10月

・施工工事契約締結
・補助金交付決定

11月

施工開始

6月

補助金交付額決定
（完了実績報告書提出）

利 用 先

源泉

ヒートポンプ

約56℃

給湯
補給水

排湯

熱交換器 熱交換器

熱交換器

熱交換器

排湯槽

浴槽

融雪

温泉槽

クッション
タンク

大浴場

浴槽
給湯・浴場・厨房等

（温水供給）

23

ヒートポンプ
熱交換器

融雪

貯湯槽

利 用 先



削減 削減

低 高

※ 1 ※ 1

主 な 温 泉 熱 利 用 方 法

24

宮城県
仙台市

84

温泉
温度

℃

ヒートポンプ
熱交換器

弱アルカリ塩類泉 / ナトリウム・カルシウム塩化物泉泉 質

70℃熱利用温度

既存温泉利 用 温 泉

4,000万円総 事 業 費

温泉

水

低 高

温泉

水

エネルギーコスト
削 減 効 果

CO2 排出量
削 減 効 果

温泉供給

熱供給

資金調達

温 泉 供 給

実 施 主 体 金 融

熱 需 要

・補助金
・自己負担

Karakami HOTELS
＆RESORTS 株式会社

協 力

・株式会社 総合設備
コンサルタント

設計/施工監理

・クラフトワーク
株式会社

施工/機器制御/
管理画面開発

協力依頼

協力

Karakami HOTELS
＆RESORTS 株式会社
（秋保グランドホテル）

Karakami HOTELS
＆RESORTS 株式会社
（秋保グランドホテル）

※本事例は「令和６年度温泉熱等の有効活用等普及促進調査等委託業務」にて調査・整理した事例であり、掲載情報は調査当時のものであることから、詳細な状況は変更されている
可能性がございます。

※ 1：CO2排出量削減効果とエネルギーコスト削減効果は補助事業実績報告書に基づいた数値です。

4年事業

４年目

３年目

５年目

2020年

202２年

202３年

202４年

６月

補助事業
申請

５月

施工開始

１・2年目

検討開始

活用補助
事業等の検討

2021年

８月

交付申請

１１月

設計開始

10月

施工完了

コンサルタント
会社に相談

源泉

約70℃

ボイラー熱交換器 ボイラー

利 用 先

温水供給

客室温泉

温泉槽

温泉槽

貯湯槽貯湯槽

20℃

70℃

65℃

15℃

重油を用いボイラーで給湯を行っており、燃料費が高いことが課題

となっていた。また、コロナ禍における宿泊者数減により売り上げが

減少している一方、原油価格の高騰でさらに費用負担が増えていた

ことから、少しでも燃料費コストを抑え、環境対策も含めて温泉熱利

用ができないかと考え始めた事業。

熱交換器を使って、余っている温泉から採熱し、給湯加温を実施。

作ったお湯は、シャワーに利用している。

407 万円
年相当/146.4

t-CO2/年相当



低 高

主 な 温 泉 熱 利 用 方 法

削減
※ 1

25

CO2 排出量
削 減 効 果

カルシウム・ナトリウム-硫酸塩・塩化物泉泉 質

35℃熱利用温度

既存温泉利 用 温 泉

5,000万円総 事 業 費

50

温泉
温度

℃

国内では数少ないグリーンキー取得をしている温泉旅館。温泉排湯

をヒートポンプ熱源、補給水の予熱として活用している。かつては未

利用の温泉を川に放流する一方で、給湯や温泉の加温に灯油を利用

していた。光熱費低減を目指し、維持管理会社へ相談したことから

取組実現につながった。

温泉供給

協力依頼

協力

熱供給

資金調達

温 泉 供 給

実 施 主 体 金 融

熱 需 要

株式会社
旅館たにがわ

・補助金
・自己負担

協 力

株式会社TECT

設計/施工/維持管理

3年事業

１年目

2年目

3年目

2020年

2021年

2022年

2月

8月

5月

補助事業
申請

・施工完了

・実績報告

源泉

ボイラー

19～24℃

7～12℃

35℃

15℃

25℃

12℃

55℃

50℃

47℃

43℃

60℃

15℃

15℃

利 用 先

温水供給

融雪

貯湯槽

熱源槽
（排湯槽）

熱交換器 補給水

温泉水加温

浴槽水加温

ろ過器

熱交換器 ボイラー 熱交換器

温泉

水

低 高

温泉

水

株式会社
旅館たにがわ

株式会社
旅館たにがわ

4月

検討開始
活用補助
事業の決定

89.5
t-CO2/年相当

※本事例は「令和4年度温泉熱等の有効活用等普及促進調査等委託業務」にて調査・整理した事例であり、掲載情報は調査当時のものであることから、詳細な状況は変更されている
可能性がございます。

※ 1：CO2排出量削減効果は補助事業実績報告書に基づいた数値です。エネルギーコスト削減効果は稼働後１年未満のため現在効果測定中です。

排湯槽

群馬県
利根郡
みなかみ町

8月

交付申請

10月

・業者 見積・決定
・交付決定

11月

業者契約

ヒートポンプ

約35℃

ヒートポンプ
熱交換器

融雪



主 な 温 泉 熱 利 用 方 法 主 な 温 泉 熱 利 用 方 法

削減

※ 1

削減

※ 1

低 高 低 高

主な効果ナトリウム・カルシウム・硫酸塩温泉泉 質

排湯利用熱利用温度

既存温泉利 用 温 泉

9,800万円 (補助金なし)総 事 業 費

群馬県
利根郡
みなかみ町

※本事例は「平成29年度・30年度温泉熱等の有効活用等普及促進調査等委託業務」にて調査・整理した事例であり、掲載情報は調査当時のもの
であることから、詳細な状況は変更されている可能性がございます。

※ 1：CO2排出量削減効果、エネルギーコスト削減効果は、ヒアリング結果を基に算出した推定値（重油使用量に換算した場合の効果）です。

CO2 排出量
削 減 効 果

エネルギーコスト
削 減 効 果

温泉の排湯を排湯槽に集め、排湯槽の中に設

置した熱交換器で熱交換を行っている。この熱

交換により温められた水を、旅館前の駐車場と

道路から敷地内に入る車路部分に敷設した配

管に、ポンプで循環させることで、無散水融雪

を行っている。

48

温泉
温度

℃

低 高

温泉

93％

温泉排湯

排湯 循環補給水
（給水）

排湯

排湯槽
＋

熱交換器

利 用 先

駐車場・車路
（融雪）

42 t-CO2

/年相当

ヒートポンプ
熱交換器

26

ナトリウム-塩化物温泉泉 質

成行き温度熱利用温度

新規温泉利 用 温 泉

-総 事 業 費

• ハウス運営のための雇用創出

• 販路拡大による商品のブランド化

• 地域の来訪者増

自家源泉を用い、温泉活用の一つの方法として、

マンゴー栽培を行う。

地下100ｍほどから汲み上げる地下水を64℃

の温泉で、26～30℃程度に熱交換槽にて熱

交換を行い温め、ハウスに巡らせている。欠点

と思われがちな冬場の積雪による日光の乱反

射もハウス内を温めるのに欠かせない要素と

なっている。

井戸水

温泉

水

低 高

温泉

水
排水

約64℃

温泉

利 用 先

露天風呂

利 用 先

マンゴー栽培

排水

64

温泉
温度

℃

マンゴー栽培

利用温度
約26～30℃

※本事例は「令和2年度温泉熱等の有効活用等普及促進調査等委託業務」にて調査・整理した事例であり、掲載情報は調査当時のものであること
から、詳細な状況は変更されている可能性がございます。

※温泉熱利用に係る事業費等が不明のため、CO2排出量削減効果、ランニングコスト削減効果は算出しておりません。

新潟県
南魚沼市

雇⽤創出や地域ブランド化

によるにぎわい創出

熱交換器

融雪 ヒートポンプ
熱交換器



削減 削減

低 高

※ 1 ※ 1

主 な 温 泉 熱 利 用 方 法

源泉かけ流しの公衆浴場。2020年から事業を継承し、高温温泉を

営業時間以外は捨てていること、シャワー給湯は灯油ボイラーで加

温していたことから温泉熱の利用検討をはじめた。

現在は80℃の温泉を熱交換することで給湯用の温水を100％賄っ

ている。排湯も活用し、館内に露出配管を巡らせ暖房補助にも活用

している。供給量が需要量を上回っているため、その他暖房や融雪

等でも活用することを検討している。

ナトリウム-塩化物・炭酸水素塩泉泉 質

80℃熱利用温度

既存温泉利 用 温 泉

1,627万円総 事 業 費

CO2 排出量
削 減 効 果

ランニングコスト
削 減 効 果

49.6
t-CO2/年相当

217 万円
年相当/

熱交換器

上水

温泉:約60℃

温泉:約35℃
温泉

水

低 高

温泉

水

貯湯槽温泉槽

約15℃
（年平均）

温泉

約80℃

利 用 先 利 用 先

温水供給

利 用 先

浴槽

温泉:約25℃

館内

約65℃

※本事例は「令和4年度温泉熱等の有効活用等普及促進調査等委託業務」にて調査・整理した事例であり、掲載情報は調査当時のものであることから、詳細な状況は変更されている
可能性がございます。

※ 1：CO2排出量削減効果とエネルギーコスト削減効果は補助事業実績報告書に基づいた数値です。

温泉供給

協力依頼

協力

熱供給

資金調達

温 泉 供 給

株式会社丹羽企画

実 施 主 体

株式会社丹羽企画
・補助金
・自己負担

金 融

熱 需 要

株式会社丹羽企画

協 力

・株式会社 総合設備
コンサルタント

設計/施工監理

・旭電工株式会社

施工

・株式会社
メガシステムズ

機器制御/管理画面開発

3年事業

１年目

2年目

3年目

2020年

2021年

2022年

3月

2月 5月

補助事業
申請※1

・稼働開始

・補助金交付額決定※1

（完了実績報告書提出）

4月

事業計画
の策定

活用補助
事業の決定

92

温泉
温度

℃

ヒートポンプ
熱交換器

8月

補助事業
申請※2

※1:令和4年度新潟県再生可能エネルギー設備導入促進事業補助金 ※2：経済産業省令和元年度補正ものづくり補助金

新潟県
村上市

補助事業の
調査相談

10月

6月

施工業者
決定

7月

補助金
交付決定※1

12月

補助金
交付決定※2

5月

補助金交付額決定※2

（完了実績報告書提出）

4月

検討開始

排湯

27



削減 削減

低 高

※ 1 ※ 1

主 な 温 泉 熱 利 用 方 法

利 用 先

1年事業

1年目

単純温泉、塩化物泉泉 質

40℃熱利用温度

既存温泉利 用 温 泉

3,800万円 (一部補助金あり)総 事 業 費

神奈川県
足柄下郡
箱根町

※本事例は「平成29年度・30年度温泉熱等の有効活用等普及促進調査等委託業務」にて調査・整理した事例であり、掲載情報は調査当時のものであることから、詳細な状況は変更さ
れている可能性がございます。

※ 1：CO2排出量削減効果、エネルギーコスト削減効果は、ヒアリング先による推定値(重油使用量削減による効果)です。

CO2 排出量
削 減 効 果

エネルギーコスト
削 減 効 果

温泉の一部をヒートポンプの熱源として高温の温水を作り、温泉と

熱交換させ、温泉の昇温に利用することで、もともとボイラー熱源で

の昇温に消費していた燃料の削減を図った。昇温した温泉や熱交換

に 利用 し た 温泉は 、 周 辺 ホテ ルや マンシ ョン に 配湯 し てい る。

(※B&Bパンシオン箱根は2018年3月31日をもって営業終了し、

社員寮に用途変更しているが、温泉熱供給先および温泉熱利用シス

テムは現状も使用している）

39％

(43.5kW） (67.0kW） 40.0℃40.0℃

40.0℃

72.0℃18.3℃

18.3℃

温泉槽
(30t)
70℃

温泉槽

40.0℃

72.0℃

ヒートポンプ

62.2℃

76.2℃

温泉

熱交換器 熱交換器

温泉槽
(30t)
40℃

利 用 先

ホテル、
リゾートマンション

マンション

温泉槽
(30t)
70℃

温泉槽

温泉供給

協力依頼

協力

熱供給

資金調達

温 泉 供 給

B&Bパンシオン箱根

実 施 主 体

・補助金
・自己負担

金 融

熱 需 要

協 力

藤田観光株式会社

業務全般

1月

検討開始

76

温泉
温度

℃

ヒートポンプ
熱交換器

3月

補助金
検討

5月

補助金
申請

供用開始

12月

B&Bパンシオン箱根

B&Bパンシオン箱根

2009年

温泉

水

低 高

温泉

水

201 t-CO2

/年相当
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削減 削減

低 高

※ 1 ※ 1

主 な 温 泉 熱 利 用 方 法

利 用 先

2年事業

1年目

2年目

塩化物泉泉 質

50℃熱利用温度

既存温泉利 用 温 泉

3,000万円 (一部補助金あり)総 事 業 費

神奈川県
足柄下郡
箱根町

※本事例は「平成29年度・30年度温泉熱等の有効活用等普及促進調査等委託業務」にて調査・整理した事例であり、掲載情報は調査当時のものであることから、詳細な状況は変更さ
れている可能性がございます。

※ 1：CO2排出量削減効果、ランニングコスト削減効果は、ヒアリング先による推定値です。

CO2 排出量
削 減 効 果

ランニングコスト
削 減 効 果

余っている温泉をタンクに貯留し、朝・夕２回、温泉槽(配湯用）へ返

送し、その後、温泉槽(配湯用）から周辺施設へ配湯している。

なお冬季(12月～4月）は温泉温度が下がるため、ヒートポンプ給湯

機を深夜電力の時間帯に稼働させ、温泉槽の温泉を昇温(60℃）し

返送している。

81％

50℃

55.3℃

35℃ 55℃

10℃ 65℃

60℃

60℃

熱交換器 ヒートポンプ 熱交換器

排湯

温泉

排湯

温泉槽

利 用 先

銭湯

旅館
温泉槽
(36t)

温泉槽
(14.5t)

50℃

温泉供給

資金調達

温 泉 供 給

箱根大平台温泉組合

実 施 主 体

箱根大平台温泉組合 ・補助金
・自己負担

金 融

2011年

2010年

補助金検討 補助金申請

熱 需 要

箱根大平台温泉組合

熱供給

5月

供用開始

6月 9月 12月

検討開始

ヒートポンプ
熱交換器

温泉

水

低 高

温泉

水

29

37 t-CO2

/年相当

55

温泉
温度

℃



主 な 温 泉 熱 利 用 方 法 主 な 温 泉 熱 利 用 方 法

削減

※ 1

削減

※ 1

低 高 低 高

主な効果単純温泉泉 質

63℃熱利用温度

既存温泉利 用 温 泉

3,600万円 (一部補助金あり)総 事 業 費

富山県
黒部市

※本事例は「平成29年度・30年度温泉熱等の有効活用等普及促進調査等委託業務」にて調査・整理した事例です。
※ 1：CO2排出量削減効果、エネルギーコスト削減効果は、ヒアリング結果を基に算出した推定値（重油使用量に換算した場合の効果）です。

CO2 排出量
削 減 効 果

エネルギーコスト
削 減 効 果

近隣に所在する廃業した温泉旅館より、60～

63℃の温泉（引湯）を、200ｍ離れた大高建

設駐車場まで引き込み、温泉熱を利用した融

雪を実施している。引き込んだ温泉は、熱交換

器にて不凍液と熱交換した後、駐車場へ敷設し

た配管にポンプで循環させることで、無散水融

雪を行っている。

未利用温泉

排湯

排湯
熱交換器

約60℃

約10℃

温泉槽

利 用 先

熱交換器

熱交換器

ヒートポンプ
熱交換器

温泉

水

低 高

温泉

水

駐車場・車路
1次エリア（融雪）

駐車場・車路
2次エリア（融雪）

駐車場・車路
3次エリア（融雪）

30

219 t-CO2

/年相当 600 万円
年相当/

88

温泉
温度

℃

利 用 先

どじょう養殖ハウス

※本事例は「令和2年度温泉熱等の有効活用等普及促進調査等委託業務」にて調査・整理した事例であり、掲載情報は調査当時のものであること
から、詳細な状況は変更されている可能性がございます。

※温泉熱利用に係る事業費等が不明のため、CO2排出量削減効果、ランニングコスト削減効果は算出しておりません。

72

温泉
温度

℃

どじょう養殖ヒートポンプ
熱交換器

単純温泉泉 質

72℃熱利用温度

既存温泉利 用 温 泉

-総 事 業 費

平成２６年度に温泉熱の再利用を目的として、

コンソーシアム（市、民間事業者、大学、旅館な

ど）を立ち上げる。熱水を利用した温室ハウス

や水産物の養殖を事業化する、ということで事

業は終了した。しばらくした後、市の要望と合致

する事業者が見つかり、どじょう養殖実証事業

が始まった。能登島どじょうとしてブランド化

や雇用創出、また地域の特産品として近隣宿泊

施設で提供することを目指し取り組んでいる。

石川県
七尾市

温泉

水

低 高

温泉

水

温泉

熱交換器

井戸水

養殖水槽排湯：約72℃

※温泉所有者は別

排湯

※源泉施設のタンクからあふれる分を使用

利 用 先

温泉
（市が管理）

約72℃

• 余剰温泉の活用

• 地域の雇用創出

• 新たな特産品、地域ブランド化
による産業振興

• 近隣旅館等への提供

能登島どじょうブランド化
によるにぎわい創出

融雪



削減 削減

低 高

※ 1 ※ 1

主 な 温 泉 熱 利 用 方 法

4年事業

１年目

2年目

3年目

4年目

塩化物泉泉 質

58℃熱利用温度

既存温泉利 用 温 泉

9,100万円 (一部補助金あり)総 事 業 費

富山県
富山市

※本事例は「平成29年度・30年度温泉熱等の有効活用等普及促進調査等委託業務」にて調査・整理した事例であり、掲載情報は調査当時のものであることから、詳細な状況は変更さ
れている可能性がございます。

※ 1：CO2排出量削減効果、エネルギーコスト削減効果は、ヒアリング結果を基に算出した推定値（空冷ヒートポンプのための電気使用量削減による効果)です。

CO2 排出量
削 減 効 果

エネルギーコスト
削 減 効 果

周辺施設(健康センター、スキー場等）へ供給されていた温泉を分岐

し、その温泉水を工場内のエゴマ栽培室用空調に利用することで、工

場内を通年２５℃に維持している。なお、主要熱源機器は温泉槽・熱

交換器・ヘッダー・空水冷ビル用マルチ空調機により構成されている。

ヒートポンプ
熱交換器 63

温泉
温度

℃

エゴマ栽培

20％20％

約58℃

15℃

10℃

熱交換器 ヒートポンプ

温泉槽
＋

熱交換器

温泉

利 用 先

健康センター・
スキー場など

エゴマ
栽培育苗室

温泉供給

資金調達

温 泉 供 給

富山市

実 施 主 体

富山市
・補助金
・自己負担

金 融

熱 需 要

牛岳温泉 植物工場

熱供給

2011年

9月

・検討開始
・補助金検討

2012年

2013年

2014年

下期4月

地元との
合意形成

供用開始

補助金申請

4月

温泉

水

低 高

温泉

冷媒
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主 な 温 泉 熱 利 用 方 法 主 な 温 泉 熱 利 用 方 法

削減

※ 1

削減

※ 1

低 高 低 高

主な効果

※本事例は「令和2年度温泉熱等の有効活用等普及促進調査等委託業務」にて調査・整理した事例であり、掲載情報は調査当時のものであること
から、詳細な状況は変更されている可能性がございます。

※温泉熱利用に係る事業費等が不明のため、CO2排出量削減効果、ランニングコスト削減効果は算出しておりません。

岐阜県
高山市

単純温泉泉 質

-熱利用温度

既存温泉利 用 温 泉

-総 事 業 費

環境配慮型農業が時代に求められるあり方だ

と考え、温泉熱の活用に取り組みはじめる。

掛け流しで廃棄されていた温泉水を引き込み、

熱交換で得た湯を地下に埋設したパイプに流

しハウス内を暖め、ドラゴンフルーツなどの果

樹を栽培。消雪にも利用。

70

温泉
温度

℃

ヒートポンプ
熱交換器

アセロラ栽培
ドラゴン

フルーツ栽培

利 用 先

ドラゴンフルーツ栽培

アセロラ栽培

温泉

熱交換器

（循環）
真水

温泉：約35℃

温泉

水

低 高

温泉

水

約70℃

• ハウス運営のための雇用創出

• 販路拡大による商品のブランド化

• 地域の来訪者増

観光業＋農業＋地域資源で
にぎわい創出

利 用 先

塩化物泉泉 質

42℃(温泉)・18℃(排湯)熱利用温度

既存温泉利 用 温 泉

8,000万円 (一部補助金あり)総 事 業 費

※本事例は「平成29年度・30年度温泉熱等の有効活用等普及促進調査等委託業務」にて調査・整理した事例であり、掲載情報は調査当時のもの
であることから、詳細な状況は変更されている可能性がございます。

※ 1：CO2排出量削減効果、エネルギーコスト削減効果は、ヒアリング先による推定値（灯油使用量削減による効果）です。

CO2 排出量
削 減 効 果

エネルギーコスト
削 減 効 果

使っていない温泉と、温泉として利用した後の

温泉排湯を利用して、ヒートポンプで熱回収を

行い、施設内の浴槽昇温やシャワー等に活用し

ている。

42

温泉
温度

℃

ヒートポンプ
熱交換器

福井県
あわら市

16％

排湯

ヒートポンプ 熱交換器

排湯貯湯槽

温泉
（オーバーフロー）

上水 ボイラー

13℃

貯湯槽

日帰り温泉施設

※夏季は冷却塔で冷房利用する
※夏季は空調運転、冬季は排湯槽の排湯利用に利用することで給湯能力を維持。
よって空調運転しないと給湯不可になる。

温泉

水

42.1℃

温泉

水

低 高

温泉

水

104 t-CO2

/年相当

(30㎥)

排湯槽
＋

熱交換器
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主 な 温 泉 熱 利 用 方 法 主 な 温 泉 熱 利 用 方 法

削減

※ 1

削減

※ 1

削減

※ 1

削減

※ 1

低 高 低 高

単純温泉泉 質

排湯利用熱利用温度

既存温泉利 用 温 泉

10億7,580万円 (一部補助金あり)総 事 業 費

※本事例は「平成29年度・30年度温泉熱等の有効活用等普及促進調査等委託業務」にて調査・整理した事例であり、掲載情報は調査当時のもの
であることから、詳細な状況は変更されている可能性がございます。

※ 1：CO2排出量削減効果、エネルギーコスト削減効果は、ヒアリング結果を基に算出した推定値（重油使用量に換算した場合の効果）です。

CO2 排出量
削 減 効 果

エネルギーコスト
削 減 効 果

温泉として利用した後の温泉排湯を排湯熱源

ヒートポンプにより加温し、施設内温泉給湯や

プール・床暖房用温水として利用している。

36

温泉
温度

℃

ヒートポンプ
熱交換器

岐阜県
下呂市

49％59％

熱交換器 ヒートポンプ

排湯

排
湯

36℃

36℃

温泉
貯湯槽

排湯槽

冷水
クッション
タンク

浴槽

温泉槽
(中温)

温泉槽
(高温)

露天風呂

排湯

熱交換器 ヒートポンプ

利
⽤
先

床暖房 プール 空調機

熱交換器
温水

クッション
タンク

温泉

水

低 高

温泉

水

利
⽤
先

排
湯

温泉

水

低 高

温泉

水

硫黄泉、塩化物泉泉 質

98℃熱利用温度

既存温泉利 用 温 泉

500万円 (補助金なし)総 事 業 費

静岡県
賀茂郡東
伊豆町

※本事例は「平成29年度・30年度温泉熱等の有効活用等普及促進調査等委託業務」にて調査・整理した事例であり、掲載情報は調査当時のもの
であることから、詳細な状況は変更されている可能性がございます。

※ 1：CO2排出量削減効果、エネルギーコスト削減効果は、ヒアリング結果を基に算出した推定値(重油使用量削減による効果)です。

CO2 排出量
削 減 効 果

エネルギーコスト
削 減 効 果

温泉タンクに貯留、熱交換器を介しボイラーで

昇温した温水（第1源泉）や、蒸気（第２源泉）を

植物園の温室内にある配管に通し、これらの配

管からの放熱により暖房を行っている。また、

第３源泉を温泉タンクに貯留、調整池にて水と

混合しワニ池保温に利用している。第４源泉は、

温泉タンクに貯留、ボイラーを介し温室の暖房

を行い、温度の下がった温泉や源泉を利用して

ワニ池保温を行っている。

98

温泉
温度

℃

ワニ池

67％

蒸気

45℃

55℃

熱交換器 ボイラー

：98℃

外部施設へ

第2源泉

第4源泉

温泉槽

温泉槽

第3源泉

第1源泉

利 用 先

ワニ池

上水

温泉槽

ワニ池

植物園

植物園

利 用 先

排湯

排湯

64 t-CO2

/年相当

熱交換器

植物園

植物園

ヒートポンプ
熱交換器

98℃
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削減 削減

低 高

※ 1 ※ 1

主 な 温 泉 熱 利 用 方 法

利 用 先

浴槽

34

ナトリウム-塩化物・硫酸塩温泉泉 質

55℃熱利用温度

既存温泉利 用 温 泉

約995万円 （一部補助金あり）総 事 業 費

東伊豆町で自噴している熱川温泉は源泉温度が高いことが特徴で、

水(井戸水)で薄めることで適正温度にした後に、各浴場設備にて提

供している。「出来る限り温泉を薄めず、お客様に温泉をより濃く味

わってほしい」という思いから、補助金を活用して熱回収ユニット

(熱交換器含む)の導入を行い、温泉熱の給湯利用を行った。

余剰熱を給湯に活用することで源泉への加水量を削減できるだけ

でなく、上水加熱のためのエネルギーコストの削減、並びにCO2排

出量の削減に成功した。

静岡県
賀茂郡
東伊豆町

CO2 排出量
削 減 効 果

エネルギーコスト
削 減 効 果

85.1
t-CO2/年相当

37 万円
年相当/

熱回収ユニット
（熱交換機含む）

上水（井戸）

温泉：約55℃ 上水：約55℃
約55℃

※蓄熱槽内温度低下時
の為の再加温用

温泉

水

低 高

温泉

水

蓄熱槽

利 用 先

温泉

各給湯系統へ
（熱供給）

約15℃

ヒートポンプ
熱交換器

4年事業

１年目

2年目

3年目

4年目

2017年

2018年

2019年

2020年

事業者内での
合意形成

施工完了
稼働開始

2月

温泉供給

協力依頼

協力

熱供給

資金調達

返済

協 力

・株式会社ユーアイ技研
熱回収ユニットの製作/
保守点検管理

・株式会社
ブルーオーシャン
ホールディングス

補助金申請時の補助/
各種計算/
定期報告のための
CO2削減効果の算定

・日本政策金融公庫
・静岡銀行
・商工中金

融資の相談

温 泉 供 給

実 施 主 体

株式会社ニュー熱川
プリンスホテル

・補助金
・融資
・自己負担

金 融

株式会社ニュー熱川
プリンスホテル

熱 需 要

株式会社ニュー熱川
プリンスホテル

※本事例は「令和3年度温泉熱等の有効活用等普及促進調査等委託業務」にて調査・整理した事例であり、掲載情報は調査当時のものであることから、詳細な状況は変更されている
可能性がございます。

※ 1：CO2排出量削減効果とエネルギーコスト削減効果は補助事業実績報告書に基づいた数値です。

3月 10月

補助金
検討開始

10月

取組の
検討開始

補助金
交付申請

金融機関
への相談※1

※1:融資の相談はホテルの運営等の相談に合わせて随時行っていたため、具体的な時期は不明

10月6月

補助金活用
有無の決定

・補助金交付決定
・施工工事契約締結
・施工開始

11月

補助金交付額決定
（完了実績報告書提出）

3月

約75℃

75

温泉
温度

℃



削減 削減

低 高

※ 1 ※ 1

主 な 温 泉 熱 利 用 方 法

35

148
t-CO2/年相当

ナトリウム-塩化物・炭酸水素塩泉泉 質

３０℃熱利用温度

既存温泉利 用 温 泉

7，100万円（一部補助金あり）総 事 業 費

※本事例は「令和６年度温泉熱等の有効活用等普及促進調査等委託業務」にて調査・整理した事例です。
※ 1：CO2排出量削減効果、エネルギーコスト削減効果は、ヒアリング先による推定値(LNG使用量削減による効果)です。

CO2 排出量
削 減 効 果

エネルギーコスト
削 減 効 果

温泉排湯槽から、30℃～35℃の排水が捨てられている一方で、給

湯や温泉加温にボイラーを利用していた。また、ボイラーの煙突から、

排ガスが捨てられていたことから、これらの排水や排ガスを熱源に

活用したいという思いから、温泉熱利用の実施に至った。

温泉排湯槽の排水を熱源に、ヒートポンプで各お風呂（2系統）の循

環加温及び給湯加温を実施している。また、ボイラーの煙突からでる

排ガスを排ガス専用の熱交換器を介して源泉タンクの加温及びヒー

トポンプの熱源としても利用している。

26

温泉
温度

℃

ヒートポンプ熱交換器 熱交換器ボイラー

温泉

補給水

温泉供給

協力依頼

協力

熱供給

資金調達

温 泉 供 給

実 施 主 体

・補助金
・自己負担

金 融

熱 需 要

株式会社
ツチヤコーポレーション

株式会社
ツチヤコーポレーション

（松竹温泉 天風の湯）

協 力

株式会社アクトパス

コンサルタント

クラフトワーク
株式会社

設計、施工、維持管理
協力、補助金申請

1年事業

1年目 2月

検討開始

3月

補助金
検討

4月

補助金
申請

供用開始

12月

2023年

ヒートポンプ
熱交換器

温泉

水

ガス

排ガス

熱交換器

熱交換器

900 万円
年相当/

排湯槽

利 用 先

温水供給

源泉かけ流し

露天風呂、
アトラクションバス

など

温泉槽

株式会社
ツチヤコーポレーション

愛知県
江南市

温水槽



削減 削減

低 高

※ 1 ※ 1

主 な 温 泉 熱 利 用 方 法

１年目

2年目

3年目

4年目

利 用 先

いちご栽培

大分県
別府市

36

温泉熱により吸収式冷温水発生機を駆動し、いちご栽培用のビニー

ルハウスにおけるヒートパイプの熱源と、同一敷地内の観光施設、選

果施設の冷暖房に利用している。また、敷地内において、蒸気を利用

した地獄蒸しを提供している。日帰り温浴施設に併設し、飲食を行う

エリアでは、足湯の提供も行っている。さらにバイナリー発電システ

ムによる売電も行っている。

地獄蒸し発 電

※本事例は「平成29年度・30年度温泉熱等の有効活用等普及促進調査等委託業務」にて調査・整理した事例であり、掲載情報は調査当時のものであることから、詳細な状況は変更さ
れている可能性がございます。

※ランニングコストが不明のため、CO2排出量削減効果、ランニングコスト削減効果は算出しておりません。

利 用 先

地獄蒸し

売電

足湯

浴槽

ガス
セパレーター

蒸気

熱交換器

熱交換器 吸収式
冷温水発生機

冷却塔

蒸気

温泉

温泉

蒸発器凝縮器

タービン発電機

液体媒体

バイナリー発電機装置

蒸
気
媒
体

温泉

水

冷媒

電気

冷却塔

塩化物泉泉 質

-熱利用温度

新規温泉利 用 温 泉

1億8,000万円 (一部補助金あり)総 事 業 費

温泉供給

協力依頼

協力

熱供給

資金調達
協 力

有限会社 辻田建機
企画立案/建設

温 泉 供 給

地熱観光ラボ 縁間

実 施 主 体

地熱観光ラボ 縁間 ・補助金
・自己負担

金 融

電 気 需 要

売電

熱 需 要

地熱観光ラボ 縁間
(地獄蒸し・足湯)

電気供給

温泉槽

2014年

2015年

2016年

2017年

5月

供用開始

検討開始 補助金検討

12月

売電開始

補助金申請

4年事業

いちご栽培
100

温泉
温度

℃

ヒートポンプ
熱交換器



主 な 温 泉 熱 利 用 方 法 主 な 温 泉 熱 利 用 方 法

削減

※ 1

低 高 低 高

主な効果

温泉

水

低 高

温泉

水

長崎県
雲仙市

※本事例は「平成29年度・30年度温泉熱等の有効活用等普及促進調査等委託業務」にて調査・整理した事例であり、掲載情報は調査当時のものである
ことから、詳細な状況は変更されている可能性がございます。

※ 1：ランニングコスト削減効果は、ヒアリング先による推定値です。導入前後のエネルギーコストが不明のためCO2排出量削減効果算出しておりません。

ランニングコスト
削 減 効 果

高温の温泉から熱交換器で熱回収を行い、上

水加温、旅館の暖房用温水に利用している。さ

らに、熱交換後の温泉は旅館内の各室へ配湯

している（雲仙 湯元ホテルの例）。

ヒートポンプ
熱交換器

硫黄泉泉 質

-熱利用温度

既存温泉利 用 温 泉

500万円 (補助金なし)総 事 業 費

70％

温泉
（地獄燗付場）

※夏季はチラーを使って客室冷房を行う

利 用 先

客室温泉

利 用 先

空調機

客室温泉

温泉槽温泉槽

客室
（温水供給）

37

熱交換器

熱交換器

貯湯槽

貯湯槽

上水

温泉
温度

℃

※採熱場所による

90～
120

⼤分県

玖珠郡
九重町

※本事例は「令和2年度温泉熱等の有効活用等普及促進調査等委託業務」にて調査・整理した事例であり、掲載情報は調査当時のものであること
から、詳細な状況は変更されている可能性がございます。

※※温泉熱利用に係る事業費等が不明のため、CO2排出量削減効果、ランニングコスト削減効果は算出しておりません。

ナトリウム-塩化物温泉泉 質

95℃熱利用温度

新規温泉利 用 温 泉

-総 事 業 費

農業を安定したビジネスとして形にするために

事業を開始。地域の農家や国内であまり作って

いないパプリカを選び、ブランディングのため

に地域資源である温泉を活用した仕組みにし

たいと考えた。

熱交換器は自社開発したもので、温泉と蒸気で

地下水をお湯にし、配管放熱で計32,000㎡

のハウス内を温めている。

95

温泉
温度

℃

熱交換システム

温水（循環）温泉

排湯
温泉

水

低 高

温泉

水

汽水分離

温泉

約95℃
利 用 先

パプリカ栽培

ヒートポンプ
熱交換器

パプリカ栽培

• 地元雇用創出（45名）

• 近隣の小中学生や農業高校、

大学の視察受け入れ

• Jクレジット取引開始予定

農業のビジネス化による
地域のにぎわい創出



削減 削減

低 高

※ 1 ※ 1

主 な 温 泉 熱 利 用 方 法

38

ナトリウム-塩化物・硫酸塩温泉泉 質

64℃熱利用温度

既存温泉利 用 温 泉

7,960万円総 事 業 費

64℃の源泉を熱交換し、シャワーの給湯及びプールの昇温に利用

している。

かつては浴用利用のために高温源泉に加水をする一方で、シャワー

の給湯やプールの昇温に大量のA重油を使用していた。ボイラーの

故障をきっかけにエネルギーコストの見直しの必要があることが分

かり、温泉熱利用の検討を始めた。近隣事例の情報収集や導入先へ

の視察等積極的な調査を行うことで、温泉熱についての知識を拡充

するとともに、不安の払拭にもつながり事業実現となった。

362.2
t-CO2/年相当

CO2 排出量
削 減 効 果

エネルギーコスト
削 減 効 果

68

温泉
温度

℃

ヒートポンプ
熱交換器

※本事例は「令和4年度温泉熱等の有効活用等普及促進調査等委託業務」にて調査・整理した事例であり、掲載情報は調査当時のものであることから、詳細な状況は変更されている
可能性がございます。

※ 1：CO2排出量削減効果とエネルギーコスト削減効果は補助事業実績報告書に基づいた数値です。

1,156
万円/年相当

4年事業

１年目

2年目

3年目

4年目

2018年

8月

・取組の検討開始
・補助事業申請

（第二号）

2019年

2020年

2021年

8月

・施工完了
・稼働開始

補助事業申請
（第一号）

2月

温泉供給

協力依頼

協力

熱供給

資金調達

温 泉 供 給

実 施 主 体 金 融

熱 需 要

合志市

・補助金
・自己負担

協 力

施工会社
施工管理

利 用 先

浴槽

温水供給

利 用 先

温水プール
熱交換器

上水ろ過機

重油ボイラー

熱交換器

熱交換器

給湯槽

源泉 利 用 先

浴槽

貯湯槽

温泉槽

温泉槽

合志市

合志市

熊本県
合志市

7月

補助事業の
情報入手

10月

・計画策定
・調査
・補助金交付決定

3月

・事業計画の策定
・補助金交付額決定
（完了実績報告書提出）

10月

・設計契約締結
・設計開始
・補助金交付決定

2月

設計完了

8月

・施工工事契約締結
・施工開始

補助金交付額決定
（完了実績報告書提出）

3月

温泉

水

低 高

温泉

水



削減 削減

低 高

※ 1 ※ 1

主 な 温 泉 熱 利 用 方 法

利 用 先

利 用 先

4年事業

2年目

3年目

１年目

4年目

1,345
t-CO2/年相当

3,500
万円/年相当

塩化物泉泉 質

65℃熱利用温度

既存温泉利 用 温 泉

11億5,000万円 (一部補助金あり)総 事 業 費

山形県
鶴岡市

※本事例は「平成29年度・30年度温泉熱等の有効活用等普及促進調査等委託業務」にて調査・整理した事例であり、掲載情報は調査当時のものであることから、詳細な状況は変更さ
れている可能性がございます。

※ 1：CO2排出量削減効果、ランニングコスト削減効果は、ヒアリング先による推定値 （重油、灯油等使用量削減による効果）です。

CO2 排出量
削 減 効 果

ランニングコスト
削 減 効 果

温泉の集中管理により周辺施設へ温泉供給を実施している。

また、その温泉（60℃程度）を熱源としてヒートポンプを用いて温水

を作り、周辺旅館等に温泉の配湯とあわせて温水の供給を行うとと

もに、各施設の温泉量制御による浴槽加温、熱源機器の高効率化等

も同時に実施することで、省エネルギー化を実現している。

65

温泉
温度

℃

貯湯槽

給水

65℃

65℃

60℃

35℃

44℃

70℃52℃

25℃

予熱温泉
熱交換器

温泉熱交換器

温調冷却塔

熱交換器

ヒートポンプ

温泉

50℃

（315kW）

（374kW）

貯湯槽
（予熱）

貯湯槽

温調熱交換器
（160kW）

貯湯槽

（160kW）

温泉

貯湯槽

2014年

2015年

2016年

2017年

4月

地元との
合意形成

供用開始

補助金申請

4月

検討開始 補助金検討

温泉供給

協力依頼

協力

熱供給

資金調達

温 泉 供 給

湯野浜温泉源泉
有限会社

実 施 主 体

・湯野浜源泉設備保有
株式会社

・鶴岡市+旅館(11軒)

・湯野浜温泉源泉
有限会社(熱供給）

・補助金
・自己負担
・融資等

金 融

熱 需 要

・鶴岡市（公衆浴場)
・旅館(11軒)

協 力

・湯野浜温泉源泉
有限会社

源泉管理
資金管理

・湯野浜源泉設備保有
株式会社

設備所有・管理

・湯野浜温泉旅館
協同組合

地域連携等

温泉

水

低 高

温泉

水

周辺施設
（熱供給）

周辺施設
（集中配湯）

・鶴岡市
行政連携

熱供給 集中配湯

39



主 な 温 泉 熱 利 用 方 法 主 な 温 泉 熱 利 用 方 法

削減

※ 1

削減

※ 1

低 高 低 高

主な効果塩化物泉泉 質

70℃熱利用温度

新規温泉利 用 温 泉

-総 事 業 費

利 用 先

旅館・住宅など

（熱供給）

硫黄泉,酸性-塩化物,硫酸塩温泉泉 質

95℃熱利用温度

既存温泉利 用 温 泉

-総 事 業 費

群馬県
吾妻郡
草津町

温泉の集中管理方式での配湯を町で運営して

いる。また、温泉(94.5℃）を熱交換器を用い、

上水と熱交換を行い60℃の温水を作ってい

る。旅館等へは54℃の温泉の配湯と55℃程

度の温水供給を、地区内の住宅へは55℃程

度の温水を供給している。その他、温泉熱を活

用した暖房利用や融雪利用も行っている

兵庫県
豊岡市

点在する源泉より温泉を汲み上げ、中央温泉タンク

に貯め、城崎温泉街の旅館や外湯施設へ集中管理方

式により配湯している(汲み上げられた温泉温度は

30℃～70℃とさまざまだが、タンク内温度は年間

を通し60℃を基本としている）。

また、集中配湯以外の温泉熱利用として、外湯の脱

衣所での床暖房利用も行っている。

熱供給

上水

約94.5℃

温泉混合
約54℃

熱交換器
(4台を順次稼動）

温泉

※本事例は「平成29年度・30年度温泉熱等の有効活用等普及促進調査等委託業務」にて調査・整理した事例であり、掲載情報は調査当時のもので
あることから、詳細な状況は変更されている可能性がございます。

※ 1：CO2排出量削減効果、エネルギーコスト削減効果は、発電量相当を購入した場合と比較して算出した推定値です

CO2 排出量
削 減 効 果

9,381
t-CO2/年相当

エネルギーコスト
削 減 効 果

89％

※本事例は「平成29年度・30年度温泉熱等の有効活用等普及促進調査等委託業務」にて調査・整理した事例であり、掲載情報は調査当時のもの
であることから、詳細な状況は変更されている可能性がございます。

※温泉熱利用に係る事業費等が不明のため、 CO2排出量削減効果、エネルギーコスト削減効果は、算出しておりません。

30号泉

27号泉

28号泉

温泉

95

温泉
温度

℃ 76

温泉
温度

℃

温泉槽
（50ｔ）

温泉槽

利 用 先

集中配湯 集中配湯

温泉

水

低 高

温泉

水

40

旅館・外湯など

（集中配湯）利 用 先

旅館・住宅など

（集中配湯）

温水槽
（1,100ｔ）

温水槽
（1,000ｔ）

低 高

温泉

熱交換器
(4台を順次稼動）



削減 削減

低 高

※ 1 ※ 1

主 な 温 泉 熱 利 用 方 法

利 用 先

旅館・保養所・別荘等
（集中配湯）

温泉

水

低 高

温泉

水

4～6年目

7～9年目

1～3年目

13～14年目

10～12年目

14年事業

1,195
t-CO2/年相当

硫黄泉、カルシウム-硫酸塩泉泉 質

44℃熱利用温度

既存温泉利 用 温 泉

2億6,400万円 (一部補助金あり)総 事 業 費

栃木県
那須塩原市

※本事例は「平成29年度・30年度温泉熱等の有効活用等普及促進調査等委託業務」にて調査・整理した事例であり、掲載情報は調査当時のものであることから、詳細な状況は変更さ
れている可能性がございます。

※ 1：CO2排出量削減効果、エネルギーコスト削減効果は、ヒアリング先による推定値（灯油使用量削減による効果）です。

CO2 排出量
削 減 効 果

エネルギーコスト
削 減 効 果

自然流下による集中管理方式により、旅館や保養所、別荘等へ温泉

を配湯している。集中配湯管には高断熱保温管を採用し、温度降下

防止対策を行っている。

またその他にも、温泉温度降下時の対策として、温泉を熱源とした

ヒートポンプ昇温設備を導入しており、ヒートポンプでも不足する場

合に備え、灯油炊きの補助熱源を設置している。

46％

温泉供給

資金調達

温 泉 供 給

新那須温泉供給
株式会社

実 施 主 体

新那須温泉供給
株式会社

・補助金
・自己負担

金 融

熱 需 要

旅館・保養所・別荘等

熱供給

貯湯槽

排湯

熱交換器 ボイラー ヒートポンプ 熱交換器

温泉

（4号棟）

全体システム図

温泉

利 用 先

4号棟

貯湯槽

（+ボイラー）

1号棟

貯湯槽

※右図参照

貯湯槽
+

ボイラー
+

ヒートポンプ

※右図参照

貯湯槽
+

ボイラー
+

ヒートポンプ

（+ボイラー）

貯湯槽 熱源槽

3号棟

2号棟

2・3号棟：貯湯槽+ボイラー＋ヒートポンプ システム図

60

温泉
温度

℃

ヒートポンプ
熱交換器

1993年 1994年 1995年

1996年 1997年 1998年

1999年 2000年 2001年

2002年 2003年 2004年

2005年 2006年

供用開始
(集中管理方式)

9月

高断熱保温管導入
(集中管理用配管)

補助金検討
(ヒートポンプ追加)

供用開始補助金申請
(ヒートポンプ追加)

集中配湯
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旅館・保養所・別荘等
（集中配湯）

旅館・保養所・別荘等
（集中配湯）

旅館・保養所・別荘等
（集中配湯）

旅館・保養所・別荘等
（集中配湯）



削減 削減

低 高

※ 1 ※ 1

主 な 温 泉 熱 利 用 方 法

利 用 先利 用 先

利 用 先利 用 先

6年事業

１・2年目

3・4年目

5・6年目

静岡県
伊豆市

※本事例は「平成29年度・30年度温泉熱等の有効活用等普及促進調査等委託業務」にて調査・整理した事例であり、掲載情報は調査当時のものであることから、詳細な状況は変更さ
れている可能性がございます。

※温泉熱利用に係る事業費等が不明のため、 CO2排出量削減効果、エネルギーコスト削減効果は、算出しておりません。

6か所の源泉を第１配湯所の温泉槽に集め、第２配湯所の温泉槽に

送湯しながら、また、第２配湯所から第１配湯所に送湯しながら、そ

の送湯経路にある地区（北地区・南地区）に、集中管理方式により配

湯を行っている。第１配湯所に近接している小山地区、中里地区には

第1配湯所から集中管理方式により配湯を行い、未使用温泉は第１

配湯所に戻すことで、温泉資源を有効活用している。

60

温泉
温度

℃

単純温泉泉 質

60℃熱利用温度

既存温泉利 用 温 泉

4億5,200万円 (補助金なし)総 事 業 費

1976年

検討開始

1977年

1978年 1979年

1980年

地元との
合意形成

1981年

6月

供用開始

温泉供給

協力依頼

協力

熱供給

資金調達

協 力

公益財団法人
中央温泉研究所

システム構築におけ
るコンサルティング
/設計/監理

温 泉 供 給

修善寺温泉事業
協同組合

実 施 主 体

自己負担

金 融

修善寺温泉事業
協同組合

熱 需 要

修善寺温泉街

温泉槽

第2配湯所

温泉槽

温泉槽

温泉

第1配湯所

低 高

温泉

温泉槽

温泉槽温泉槽 温泉槽

10月

集中配湯

42

温泉街
（集中配湯）

温泉街
（集中配湯）

温泉街
（集中配湯）

温泉街
（集中配湯）

温泉槽



主 な 温 泉 熱 利 用 方 法 主 な 温 泉 熱 利 用 方 法

削減

※ 1

削減

※ 1

削減

※ 1

削減

※ 1

低 高 低 高

利 用 先

青森県
南津軽郡
大鰐町

※本事例は「平成29年度・30年度温泉熱等の有効活用等普及促進調査等委託業務」にて調査・整理した事例であり、掲載情報は調査当時のもの
であることから、詳細な状況は変更されている可能性がございます。

※温泉熱利用に係る事業費等が不明のため、ランニングコスト削減効果、CO2排出量削減効果は算出しておりません。

大鰐町で管理している温泉の供給を受け、味噌の

発酵・熟成を行う温醸室に温泉を通し、配管から

の放熱により室温を高く維持している。これによ

り、発酵・熟成期間を自然発酵の半分程度に短縮

している。また、冬季は排湯の一部を融雪（散水方

式）にも利用している。

69

温泉
温度

℃

その他泉 質

-熱利用温度

既存温泉利 用 温 泉

-総 事 業 費

みそ醸造

温醸室（味噌）

床上

床下

排湯
(一部融雪に利用)他の供給契約者へ

温泉

温泉

水

低 高

温泉

水

43

5,800
円/t相当

塩化物泉泉 質

92～93℃熱利用温度

既存温泉利 用 温 泉

1万円 (補助金なし)総 事 業 費

※本事例は「平成29年度・30年度温泉熱等の有効活用等普及促進調査等委託業務」にて調査・整理した事例であり、掲載情報は調査当時のもの
であることから、詳細な状況は変更されている可能性がございます。

※ 1：CO2排出量削減効果、エネルギーコスト削減効果は、ヒアリング結果を基に算出した推定値（1tの塩水を蒸発させるために必要な熱量を想定、
重油使用量に換算した場合の効果）です。

CO2 排出量
削 減 効 果

エネルギーコスト
削 減 効 果

温泉水と海水の混合水を、火を一切使わず温

泉熱だけで24時間加熱し、少しずつ蒸発させ

ることで、製塩を行っている。

なお製塩には、今まで捨てられていた温泉を

利用することで、温泉熱の有効活用を図ってい

る（※H30.5より、法人を解散し個人で営業し

ている）。

低 高

温泉

0.2 t-CO2

/t相当

利 用 先

製塩所

排湯

温泉

(92℃〜93℃)

温泉槽

長崎県
雲仙市

100

温泉
温度

℃
製塩

（大鰐町管理）

温泉槽



削減 削減

低 高

※ 1 ※ 1

主 な 温 泉 熱 利 用 方 法主 な 温 泉 熱 利 用 方 法

硫黄泉泉 質

45℃熱利用温度

既存温泉利 用 温 泉

約4億円総 事 業 費

※本事例は「令和3年度温泉熱等の有効活用等普及促進調査等委託業務」にて調査・整理した事例であり、掲載情報は調査当時のものであることから、詳細な状況は変更されている
可能性がございます。

※ 1：CO2排出量削減効果とエネルギーコスト削減効果は、商用ハウス12棟で化石燃料を使用した場合に想定されるコストを元に算出しており、利用季節・時間によって異なります。
CO2排出量削減効果は、重油単価100円とし、Ａ重油利用時の想定エネルギーコストより算出した想定値です。

岩手県
八幡平市

松川地熱発電所から供給されている熱水をビニールハウス内のパイプに

流し、輻射熱でハウス内を温め20～30℃に保つことでバジルの周年栽

培を行っている。人口減少・高齢化により未活用となった熱水ハウスを最

新の技術で再生し、地熱エネルギーの利用拡大、地方創生へと繋げたい

という初代八幡平市の田村正彦市長の思いと、IoTシステム開発を強み

とする株式会社MOVIMASの兒玉代表取締役が意気投合したことから

事業が開始した。短期間での収穫が可能で加工食品メーカーをはじめ年

間通じて多くの需要が見込めるバジルを温泉熱とIoT技術で安定栽培し、

継続的な農作業従事による雇用の維持・創出へと繋げることで、サステナ

ブルな農業を実現している。

削減 削減
※1 ※ 1

バジル栽培
70

温泉
温度

℃

CO2 排出量
削 減 効 果

エネルギーコスト
削 減 効 果

228 t-CO2

/月相当 780 万円
月相当/

温泉供給

協力
依頼

支援

熱供給

資金
援助

プロジェクト推進

八幡平市
熱水供給・地熱を活用し
た熱水ハウスの再生

温 泉 供 給

八幡平市

実 施 主 体

・融資・出資
・自己負担

金 融

株式会社
八幡平スマートファーム

熱 需 要

株式会社
八幡平スマートファーム

温泉供給

協 力

高石野施設
野菜生産組合

その他支援

株式会社MOVIMAS
事業の企画・計画・実行
/地元企業・事業者への
発注・協力依頼/とりま
とめ

協力

協 力

株式会社MOVIMAS

栽培条件を制御・管理
するIoTシステムの開
発・導入/農業ノウハウ
の共有・蓄積

グリーンリバーホール
ディングス株式会社
ビニールハウス再生/水
耕栽培装置設置等

グリーンラボ株式会社
販売支援

グリーンリバー
株式会社
メンテナンス支援

高石野施設
野菜生産組合
バジルの出荷・販売

支援

温泉

松川地熱発電所

※高石野施設野菜生産組合所有の温泉本管を経由してIoT制御による流量制御で熱需要に対するコントールを実施

水

低 高

温泉

利 用 先

45℃以上・600L/min※ 35～39℃

放流

バジル栽培
（熱水ハウス）

利 用 先

地域内
（集中配湯）

(定格:23,500kW)
1966年商業運転開始

１年目

2年目

3年目

5年目

2016年

2017年

2018年

2020年

八幡平市での

熱水ハウス利用開始

(当時95棟)

・現地視察

・事業検討開始

((株)MOVIMAS)

施工完了

商用開始

5年事業

4年目

2019年

1984年

12月

・八幡平市と(株)MOVIMASにて
包括連携協定締結(事業合意)
・栽培実証試験開始
・施工開始 (5棟・実証エリア)

8月

6月

事業企画

書提出

6月 9月 10月

八幡平市、(株)MOVIMAS、

グリーンリバーホールディン

グス(株)にてプロジェクト合意

バジル

初出荷

3月 12月

1月 7月 8月 10月 11月

12月11月

・施工完了

・実証試験終了

会社設立に向けた

市長との打合せ

・新設ハウス設計開始
・(株)八幡平スマートファーム設立
・八幡平市と(株)八幡平スマート
ファームにて企業立地協定締結

金融機関

への相談
事業承継

投融資

確定

・投融資実行

・施工開始

(12棟・商用エリア)

温泉本管整備の
重要インフラ
追加工事完了

東北農政局長

等の視察

70℃・600L/min
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ヒートポンプ
熱交換器



削減 削減

低 高

※ 1 ※ 1

主 な 温 泉 熱 利 用 方 法

2年事業

1年目

2年目

2020年

2019年

米沢市、
農林課と
コンタクト

合意
(温泉豆もや

しの提供)

1月

活性型
イソフラボン
原料を開発

1月 2月

利 用 先

小野川町では、温泉を活用した豆もやし栽培は、自給を目的におこ

なわれていた。明治時代に起こった大火による復興財源の確保を目

的に町内全世帯での栽培が始まった。当時は自噴していた温泉を使

い大正12年に組合が結成され共同作業による生産が行われるよう

になった。毎年、11月の室堀小屋かけ作業からはじまる。室の下に

温泉が流れており、小屋の中は温室状態となる。（一般的な工場水

耕栽培と異なる近くの清流の川砂を利用した土耕栽培である。）

含硫黄ナトリウムカルシウム塩化物泉泉 質

27～32℃熱利用温度

既存温泉利 用 温 泉

-総 事 業 費

株式会社 サティス製薬

「小野川温泉の活性型イソフラボン」化粧品
原料開発
自社の化粧品OEM事業への展開

化粧品会社

今後様々な化粧品ブランドによる
展開

主な効果

もやし栽培(室堀小屋）

加水

※温泉の所有者は別

温泉

水

低 高

温泉

水

温泉※

利 用 先

温泉卵

水路

80

温泉
温度

℃

もやし栽培

室

明治初期

明治時代の大火
の復興のため、町
内全世帯でのもや
し栽培を開始

3月

土栽培のもやしに
着目し、小野川温
泉豆もやしを原料
候補とする

※本事例は「令和2年度温泉熱等の有効活用等普及促進調査等委託業務」にて調査・整理した事例であり、掲載情報は調査当時のものであることから、詳細な状況は変更されている可
能性がございます。

※温泉熱利用に係る事業費等が不明のため、CO2排出量削減効果、ランニングコスト削減効果は算出しておりません。

山形県
米沢市

約80℃

・

・

・

温泉供給

素材供給

協力依頼

熱供給

資金調達

温 泉 供 給

小野川源泉協同組合

実 施 主 体

自己負担

金 融

熱 需 要

協 力

株式会社 サティス製薬

化粧品開発
小野川豆もやし

小野川豆もやし
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主 な 温 泉 熱 利 用 方 法 主 な 温 泉 熱 利 用 方 法

削減

※ 1

削減

※ 1

削減

※ 1

削減

※ 1

低 高 低 高

4,400
円/回相当

塩化物泉泉 質

-熱利用温度

既存温泉利 用 温 泉

4,000万円 (一部補助金あり)総 事 業 費

※本事例は「平成29年度・30年度温泉熱等の有効活用等普及促進調査等委託業務」にて調査・整理した事例であり、掲載情報は調査当時のもの
であることから、詳細な状況は変更されている可能性がございます。

※ 1：CO2排出量削減効果、ランニングコスト削減効果は、ヒアリング結果を基に算出した推定値（本施設の１回の木材乾燥に必要な熱量を想定、
重油使用量に換算した場合の効果）です。

CO2 排出量
削 減 効 果

ランニングコスト
削 減 効 果

温泉を活用した木材乾燥を行っている。温泉噴

気を乾燥用施設の配管に送り、室温を50～

60℃に上げることで木材を乾燥させる。地域

の製材所へ貸し出し良質な木材を提供するこ

とを目的とし、小国町で乾燥される木材の2～

3 割が当該施設を利用している。

なお配管には、フィンチューブを採用すること

で蒸気熱放熱の効率を高めている。

木材乾燥

低 高

温泉

46

2 t-CO2

/回相当

利 用 先

木材乾燥

フィンチューブ

排湯

温泉槽

温泉

110

温泉
温度

℃

熊本県
阿蘇郡
小国町

利 用 先利 用 先

利 用 先

地獄蒸し

泉 質

熱利用温度

利 用 温 泉

総 事 業 費

※本事例は「平成29年度・30年度温泉熱等の有効活用等普及促進調査等委託業務」にて調査・整理した事例であり、掲載情報は調査当時のもので
あることから、詳細な状況は変更されている可能性がございます。

※ランニングコストが不明のため、CO2排出量削減効果、ランニングコスト削減効果は算出しておりません。

低 高

温泉

塩化物泉泉 質

-熱利用温度

既存温泉利 用 温 泉

2億6,340万円 (一部補助金あり)総 事 業 費

約100℃の温泉噴気を利用して、地元食材等を調理

する「地獄蒸し※」を提供している（※古くから鉄輪

地区に伝わる調理方法で、温泉の蒸気で食材を蒸し

上げる）。また周囲には、目で温泉を楽しめる温泉の

滝のモニュメントや温泉を飲むことができる飲泉場

や足蒸し・足湯などさまざまな方法で温泉が楽しめ

るよう工夫されている。

大分県
別府市

利 用 先

蒸気

温泉
熱水

蒸気

熱水

足蒸し 地獄蒸し

足湯 飲泉施設

100

温泉
温度

℃



表紙撮影地：湯村温泉（事例集より）、2019年3月作成、2025年３月更新

環境省ホームページ
http://www.env.go.jp/

環境省 温泉熱の有効活用について
https://www.env.go.jp/nature/onsen/spa/spa_utilizing.html


